
4

http://www.g-forestry.or.jp　（公社） 岐阜県山林協会の情報をご覧いただけます。

Ｅ-mail sanrinag@quartz.ocn.ne.jp
編集・発行　公益社団法人 岐阜県山林協会

No.775

●合同発表会、研究発表会、コンクールの詳細はP８～１１をご覧下さい

2018 April

FREE

も
り

ご自由に お持ちください。

岐阜県の森林・林業

平成２９年度岐阜県森林・林業関係合同発表会、
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森林・林業関係イベントカレンダー（3月～5月）
開催日 行事名等 内　容　等

（概要、定員、受講料、申込期限など）
開催場所
問い合わせ先

一般向け

●「植える緑化」から「使う緑化」へをスローガ
ンに家庭募金、企業募金、職場募金などを実
施します。

●４月７日（土）に「道三まつり」の会場で、「ミ
ス日本みどりの女神」も参加して街頭募金を
行います。

●内容：第１８期生の入学式を行います。
●時間：１０：３０～（予定）
●参加料：不要
●出席予定者：森林文化アカデミー教職員、在校

生、入学生、招待者、入学生の関係者

●概要：高山市奥飛騨温泉郷の平湯温泉におい
て、地域特有の「食」「自然」「文化・歴史」を
ウォーキングによって体感する「ONSEN・ガス
トロノミーウォーキング」が開催されます。

　東海初となるイベントで、「平湯大滝」や「自然
探勝路」といった地域の豊かな自然に触れ合い
ながら、飛騨牛や地酒などの地産グルメを堪能
し、温泉も楽しめる内容です。

●主催：ONSEN・ガストロノミーウォーキングin
奥飛騨・平湯温泉実行委員会

●参加料：大人 3,500円、小・中学生 2,500円
●会場：市営アカンダナ駐車場集合（高山市奥飛

騨温泉郷平湯791-38）
●申込み：平成30年5月13日まで

4月9日㈪

公益社団法人
岐阜県緑化推進委員会
TEL 058-273-7577

街頭募金：
岐阜市若宮町五丁目

ONSEN・ガストロノミー
ウォーキング in 奥飛騨・
平湯温泉実行委員会
TEL 0578-89-3030

市営アカンダナ駐車場
（高山市奥飛騨温泉郷平湯
791－38）

森林文化アカデミー
森の情報センター

（美濃市曽代88）

緑の募金（春期）

平成30年度
森林文化アカデミー
入学式

5月19日㈯

ONSEN・
ガストロノミー
ウォーキングin
奥飛騨・平湯温泉

3月1日㈭～
5月31日㈭

森林文化アカデミー
TEL 0575-35-2525
FAX 0575-35-2529
E-mail info@forest.ac.jp
URL http://www.forest.ac.jp/

お ん せ ん
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岐阜県地域森林監理士の認定について

　平成２９年度に「第３期岐阜県森林づくり基本計画」がスタートし、１００年先を見据えた森林づくりを推進し
ています。
　地域が主体となった森林づくりを進めるにあたり、市町村の森林・林業行政の役割、重要性は大きくなってい
ます。しかし、森林に関する知識や技術を有する専門職員が配置された市町村は多くありません。
　そのため県では、地域における森林の管理及び経営に必要な専門的知識を有し、市町村林務行政への支援や
民有林経営への助言等を行う「岐阜県地域森林監理士」の養成・認定を行っています。

　初年度となる平成２９年度は、５名の方を認定し、平成３０年３月１日に高井林政部長から認定証書が授与され
ました。認定者は今後の抱負や認定されての感想を語り、地域が主体となった森林づくりに貢献することを誓い
ました。
　県のホームページでは、岐阜県地域森林監理士の情報を紹介していますので、関心がある方や支援を受けたい
方はぜひご相談ください。
　岐阜県地域森林監理士に認定された５名のご活躍を期待しています。

図－1　岐阜県地域森林監理士の認定等に係るスケジュール（平成２９年度実績）

表－1　平成２９年度岐阜県地域森林監理士認定者一覧

岐阜県地域森林監理士養成研修受講者は、
１次試験を免除

試験
結果

試験日
12月12日

１
次
試
験

【
筆
記
（
選
択
式
）】

試験日
1月23日

２
次
試
験

【
筆
記
（
小
論
文
）・
口
述
（
面
接
）】

開催日
2月14日

岐
阜
県
地
域
森
林
監
理
士

認
定
審
査
会

（
県
附
属
機
関
）

開催日
3月1日

認
定
証
書
授
与
式

合格

募集
11月8日～
11月22日

認
定
試
験
受
験
申
請

認定

【林政課 １００年の森づくり推進室　森林企画係】　●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ ０５8ｰ272ｰ1111 内線（３０２５）  林政課 １００年の森づくり推進室まで

認定番号

第 H29-01 号

第 H29-02 号

第 H29-03 号

第 H29-04 号

第 H29-05 号

小松野　達也

坂本　仁

塩田　昌弘

小森　胤樹

柴田　誉

こ まつ  の たつ  や

さかもと

しお  た

しば  た

つぐ  きこ  もり

ひとし

たかし

まさひろ

氏　名

FOREST MEDIA WORKS ㈱

（公社）岐阜県森林公社

（公社）岐阜県森林公社

郡上エネルギー㈱

飛騨高山森林組合

所　属
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文：樹木医・日本森林インストラクター協会　理事  川尻 秀樹

ダンコウバイ
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「
こ
の
香
る
花
は
ダ
ン
コ
ウ
バ
イ
で
す

よ
」、
淡
く
黄
色
の
花
を
見
つ
け
た
人
に

名
前
を
聞
か
れ
、
そ
う
答
え
ま
し
た
。

　

3
～
4
月
に
花
を
咲
か
せ
る
ダ
ン
コ

ウ
バ
イ
（Lindera obtusiloba

）
は
、

ク
ス
ノ
キ
科
ク
ロ
モ
ジ
属
の
落
葉
低
木

で
、
雄
株
と
雌
株
が
存
在
す
る
雌
雄
異

株
で
す
。

　

雄
株
の
花
は
長
さ
3
～
４
㎝
の
花
被

片
に
9
本
の
雄
し
べ
と
退
化
し
た
雌
し

べ
が
あ
り
ま
す
。
雌
株
の
花
は
長
さ
2

～
３
㎝
の
花
被
片
に
、
雌
し
べ
と
9
本

の
退
化
し
た
雄
し
べ
が
あ
る
た
め
、
よ

く
見
な
い
と
雄
株
な
の
か
雌
株
な
の
か

見
分
け
が
つ
き
ま
せ
ん
。

　

淡
黄
色
の
花
一
つ
一
つ
は
小
さ
い
の
で

す
が
、
小
花
が
密
に
集
ま
っ
て
塊
に
な
っ

て
い
る
た
め
、
香
り
も
感
じ
や
す
く
な
っ

て
い
ま
す
。
雄
株
は
雌
株
に
比
べ
て
花

被
片
が
長
く
、
華
や
か
さ
を
感
じ
る
た

め
、
花
材
と
し
て
も
流
通
し
て
い
ま
す
。

　

名
前
の
由
来
は
「
檀
香
梅
」
で
、本
来
、

中
国
原
産
の
ロ
ウ
バ
イ
（
ロ
ウ
バ
イ
科
）

の
一
品
種
の
漢
名
で
あ
っ
た
も
の
を
、
明

治
時
代
に
田
中
芳
男
先
生
（
１
８
３
８

～
１
９
１
６
年
）
が
こ
の
樹
の
和
名
に

転
用
し
た
た
め
、
そ
の
ま
ま
定
着
し
た

と
さ
れ
ま
す
。
余
談
で
す
が
田
中
先
生

は
天
保
九
年
、
信
濃
国
飯
田
（
現
長
野

県
飯
田
市
）
に
生
ま
れ
、
後
に
名
古
屋

の
伊
藤
圭
介
に
入
門
し
て
本
草
学
を
学

ん
だ
人
物
で
、
国
立
科
学
博
物
館
の
生

み
の
親
で
も
あ
り
ま
す
。

　

檀
香
梅
の
「
檀
香
」
と
は
白
檀
な
ど

香
木
の
総
称
で
、
木
材
に
ビ
ャ
ク
ダ
ン

の
よ
う
な
香
り
が
あ
る
た
め
、
ま
た
ウ

メ
と
同
じ
時
期
に
咲
く
花
が
芳
香
を
漂

わ
せ
る
た
め
、
こ
の
名
を
転
用
し
た
の

で
し
ょ
う
。
ク
ロ
モ
ジ
同
様
に
芳
香
性

あ
る
木
材
は
、
楊
枝
に
利
用
さ
れ
た
り
、

細
工
物
な
ど
に
利
用
さ
れ
た
り
し
ま
し

た
。

　

葉
は
先
の
方
が
三
つ
に
浅
く
裂
け
た

広
卵
形
を
基
本
と
し
ま
す
が
、
切
れ
込

み
の
な
い
も
の
も
あ
り
、
ど
の
葉
も
揉

む
と
良
い
香
り
が
し
ま
す
。
秋
に
は
果

実
が
黒
く
熟
す
た
め
、
種
子
を
取
り
出

し
て
油
脂
を
絞
り
燈
油
と
し
ま
し
た
。

ま
た
朝
鮮
半
島
で
は
種
子
か
ら
絞
っ
た

油
を
「
東
柏
油
」
と
称
し
、
頭
髪
油
と

し
て
珍
重
し
ま
し
た
。

　

ダ
ン
コ
ウ
バ
イ
は
葉
が
展
開
す
る
前

は
、
ア
ブ
ラ
チ
ャ
ン
（Parabenzoin 

praecox

）
と
見
分
け
が
し
づ
ら
く
、
自

生
地
が
山
地
の
低
い
と
こ
ろ
で
あ
る
こ

と
や
、
根
元
か
ら
株
立
ち
す
る
樹
形
の

様
子
、
花
の
形
や
色
彩
な
ど
が
よ
く
似

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
花
の
時
期
に
よ
く
観
察
す
る

と
、
ダ
ン
コ
ウ
バ
イ
の
花
は
ア
ブ
ラ
チ
ャ

ン
に
比
較
し
て
大
き
く
、
黄
色
が
濃
く
、

花
序
に
は
柄
が
ほ
と
ん
ど
無
く
、
芳
香

が
強
い
等
の
特
徴
が
あ
る
の
対
し
、
ア

ブ
ラ
チ
ャ
ン
は
柄
が
あ
る
こ
と
等
か
ら

区
別
で
き
ま
す
。
ま
た
落
葉
期
で
あ
れ

ば
、
ダ
ン
コ
ウ
バ
イ
の
若
い
枝
は
比
較

的
太
く
緑
色
を
し
て
お
り
、
折
る
と
ニ
ッ

ケ
イ
の
よ
う
な
良
い
香
が
し
ま
す
が
、

ア
ブ
ラ
チ
ャ
ン
は
細
か
く
枝
分
か
れ
し

て
先
端
の
方
ま
で
灰
色
で
、
折
る
と
杉

板
を
削
っ
た
よ
う
な
香
が
す
る
等
の
違

い
が
あ
る
の
で
、
一
度
試
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。

▲小花が密に集まって大きな塊になっている
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　「１００年の森林づくり計画」は将来の望ましい森林の姿を示すもので、気候や地形、法規制等の諸条件を踏まえたうえで、県内のすべての
民有林を「木材生産林」または「環境保全林」のいずれかに区分することとしています。また、必要に応じ、これらに重複する形で「観光景観
林」と「生活保全林」を設定することとしています。
　この計画は県の進める１００年先の森林づくりの基盤となるものであり、県と市町村が協力して開催する地域検討会で議論し、決定してい
きます。昨年度は、森林の所在する県内全３４市町村において地域検討会が延べ８２回開催され、合わせて約３７.８万ha（約５５％）の民有
林が、「木材生産林」または「環境保全林」に区分されることについて合意形成が図られました。
　「１００年の森林づくり計画」は平成３３年度末までに設定することとしています。より良い計画となるよう、今年度も各市町村の地域検討
会で議論を進めていきます。

「１００年の森林づくり計画」の策定

【林政課　川口 晋平】　●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ ０５８ｰ２７２ １ー１１１ 林政課まで

地域検討会の様子（下呂市）森林区分の合意形成の状況

100年先の
森林づくり
シリーズ  1

第３期岐阜県森林づくり基本計画(H29～H33)では、望ましい森林の姿へ配置転換する「１００年先の森林づく
り」、林業経営を重視した「生きた森林づくり」、環境保全を重視した「恵みの森林づくり」に取り組んでいます。
これらの取組状況について、隔月連載でご紹介します。

１００年の森林づくり計画策定プロジェクト

木材生産林
17.8%

環境保全林
37.5%

岐阜県の民有林
68.3万ha

（未立木地等を含む）

検討中
44.7%

１００年の森林づくり
計画策定プロジェクト

「１００年先の森林づくり」に向け、経営、
環境、観光、生活といった人の活動に寄り
添う視点から、将来の望ましい森林の姿を
示す「１００年の森林づくり計画（森林配置
計画）」を策定し、効果の検証や県民への
普及啓発を行うプロジェクトです。

【林政課　大洞 智宏】　●お問い合わせは、市町村林務担当課または県庁林政課森林計画係 ＴＥＬ 058-272-8471 まで

森林を取得したときは
　　　市町村への届出が必要です!

1 なぜ届出が必要？
　　森林の所有者が分からないと、行政が森林の所有者に対して森林の整備等に関するお知らせができません。また事業体が間伐等を行う場合
に、効率の良い作業を所有者に提案することができません。そのため、森林の所有者の把握を進める必要があります。

2 どのような場合に届出が必要？
　　個人か法人かによらず、売買、相続、贈与等で新たに森林を取得した場合に必要です。ただし、国土利用計画法に基づく土地売買契約の届出を
行った場合は、森林の土地の所有者届出は不要です。

3 どんな森林が届出の対象？
　　都道府県が作成する地域森林計画の対象となっている森林が対象です。岐阜県内の地域森林計画対象森林の区域については、県ホームページ
（「ぎふふぉれナビ」で検索）、県庁林政課、各農林事務所林業課、市町村林務担当課で確認できます。

4 いつ、どこへ届出を出すの？
　　所有者となった日から90日以内に、取得した森林のある市町村の窓口に届出書を提出します。

5 どのような届出書を提出するの？
　　「森林の土地の所有者届出書」に次の書類を添付して提出してください。
　　　添付書類　①取得した森林の位置を示す図面（任意の図面に大まかな位置を記入）
　　　　　　　　②取得した森林の登記事項証明書、売買契約書の写しなど権利を取得したことがわかる書類
　　　●届出書の様式など詳しくは、林野庁のホームページ（「森林の土地の所有者届出制度」で検索）をご覧ください。

6 もし、届出を出さないと？
　　届出をしない、または虚偽の届出をしたときは、10万円以下の過料が科されることがあります。

新たに森林を取得したときは、森林法の定めにより届出が必要です。　注）立木のみを取得した場合は、届出は不要です。

MORINOTAYORI5



ひよし幼稚園
各務原市那加新田町１丁目８０－１

内装木質化
木の香る
ぎふの施設

62

施設の経緯
　当園は創立50年を迎え「認定こども園 ひよし幼稚園」とし
て新たな場所に新築されました。
 岐阜に育つ子供達の身近には多くの樹木が有りながら現代
では直接触れる事が少なくなりました。子供たちがいつも触れ
る内装部分の床、壁に桧、杉の天然の無垢材を使い、木を使
うことや、森に親しむことの楽しさを教え「木育」の理念を伝
えていく為の施設と考えています。

ここに注目！！
●認定こども園は幼稚園と保育所の建築基準法の規制内容

が異なる中で内装制限の厳しい保育所の適用を受け壁に
ついては腰部分のみの使用となりましたが、多くの部屋
での採用により木の香りのする施設となりました。

利用者の様子
●園児たちは保育室、廊下、遊戯室、ランチスペースと広く、明る

くなった施設で元気に勉強に遊びにと楽しんでいます。

施設概要

事業主体 学校法人　小島学園

事業年度 平成27年度

構造・
延床面積

鉄骨造　2階建て
1715.11㎡

施設用途 認定こども園

木材使用量
使用樹種

ぎふ証明材：16.99㎥　壁に324㎡､床に877㎡使用
スギ、ヒノキ

木の香る快適な教育施設等整備事業
8,770千円

全体事業費 392,040千円

ymd建築事務所

助 成 額

設 計 者

協和建設株式会社施工業者

平成27年12月～平成28年8月工　　期

施設全景

■問い合わせ先
　学校法人　小島学園　ひよし幼稚園
　ＴＥＬ058－389－0561

ランチスペース

遊戯室

保育室

MORINOTAYORI MORINOTAYORI 6



　岐阜県では、安心・安全な家づくりに県産材を積極的に利用していただくため、新築や改修の際に「ぎふ証明材」等を一
定量以上使用する方に助成を行っています。
　平成３０年度から、県外の棟数を拡大するとともに、より利用しやすい制度とするため、申請時期等の見直しを行いました。
　　応募状況や申込み条件等詳しくは、県のホームページでお知らせしています。

【県産材流通課　山田 純司】　　●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ ０５8ｰ272ｰ848７  県産材流通課　消費対策係まで

ぎふの木を使った家づくり 支援制度のご案内

●県内新築構造と県外の申請時期が「上棟の14日前まで」から「工事完了後」になりました。
●県内新築で「構造」と「内装」を共に申請する場合、2回に分けて申請したものを工事完了後の1回で申請できるよう
になりました。
●県内新築の申請期間が「前期・後期ごとの受付」から「通年」となりました。
●工事完了前に補助金申請の予約ができるよう、建築確認後等に「申請枠登録」ができます。
●県外に新築する方を対象に、都市部の住宅に対応した県産材使用要件を追加しました。
※昨年度と申請様式が異なります。申請前に、必ず県のホームページを確認してください。

◆今年度からの主な変更点

検索ぎふの木で家づくり

○助成内容一覧

申請先

申請期間 平成30年4月10日(火) ～平成31年1月31日(木)　※申請枠登録は、平成30年8月31日（金）まで

補助対象

1棟
あたりの
助成額

20万円 （内装材）４万円～最大16万円

区　　分

建築場所 県　　内 県　　外　

（構造材のみ）20万円

県産材
使用要件

募集棟数
（先着順）

県　　内
新　　築 改　　修

住　　宅

住宅の建築場所を所管する県農林事務所林業課
（工事完了から60日以内に申請）

県庁林政部県産材流通課
（工事完了から60日以内に申請）

住宅が所在する地域の県農林事務所林業課
（内装工事完了から60日以内に申請）

【構造材】
「ぎふ性能表示材」を構造材に80％以上
かつ、横架材に6㎥以上使用すること

【内装材】
「ぎふ証明材」または「ぎふ性能表示材」を
内装材（フローリング、腰壁、天井板等）に
50㎡以上使用すること

【内装材】
「ぎふ証明材」または「ぎふ性能表示材」を
内装材に20㎡以上使用すること

下記のいずれかの要件を満たすこと
●「ぎふ性能表示材」を構造材に80％以
上かつ、横架材に6㎥以上使用すること

●「ぎふ性能表示材」を構造材に80％以
上かつ、横架材に4㎥以上使用し、「ぎ
ふ証明材」または「ぎふ性能表示材」を
内装材に20㎡以上使用すること

構造：220棟、内装：93棟
◆移住・定住者向け
　構造：10棟、内装：3棟

40棟
※１施工者あたり10棟まで

22棟
◆移住・定住者向け
　3棟

（構造材＋内装材）
●内装材に、
　「ぎふ証明材」を50㎡以上使用：30万円
　「ぎふ性能表示材」を50㎡以上使用：32万円

以下の要件を満たす住宅の施主
〔補助対象〕
●自らまたは家族が居住するための住宅であること
●平成30年2月1日から平成31年1月末日までに工事完了すること
●県内の工務店等（支店・営業所でも可）が建設する住宅であること
●国や県が行う構造材または内装材に関する他の補助金・利子助成を受けていないこと
●県産材使用要件を満たすこと（下記参照）　　他

「ぎふ証明材」を20㎡以上使用する場合、
1㎡あたり2,000円補助（上限10万円）
◆ぎふ性能表示材使用加算（上限2万円）
　「ぎふ性能表示材」を
　20㎡以上使用：400円/㎡加算

◆バリアフリー床改修加算（上限4万円）
　段差解消のため、住宅の床改修を
　実施：2,000円/㎡加算
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平
成
29
年
度

岐
阜
県
森
林
・
林
業
関
係

　
　
　合
同
発
表
会
（
発
表
紹
介
）

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

0
5
7
5
ー
3
5
ー
2
5
3
5

　
　
　
　
　
　
　
　 森
林
技
術
開
発・支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で

集
や
試
験
用
育
苗
状
況
の
調
査
及
び
植
え
付

け
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
自
ら
学
び
な
が
ら
生
産

者
を
支
援
し
ま
し
た
。
ま
た
、
育
苗
費
削
減

の
た
め
、
根
鉢
を
３
０
０
cc
か
ら
１
５
０
cc

へ
変
更
、
作
業
効
率
を
高
め
る
た
め
、
抜
き

取
り
機
の
導
入
を
行
う
な
ど
取
組
事
例
の
紹

介
が
あ
り
ま
し
た
。

「
チ
ェ
コ
で
学
ん
だ
タ
ワ
ー
ヤ
ー
ダ
使
い
こ
な

し
術
」

◦
岐
阜
県
立
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー　

　
　

森
林
技
術
開
発
・
支
援
セ
ン
タ
ー

林
業
普
及
指
導
員　

上
平 

雄
也

　

木
材
生
産
量
の
拡
大
を
図
る
た
め
に
は
、

今
ま
で
取
り
組

ん
で
き
た
高
密

度
の
路
網
整
備

に
よ
る
車
両
系

作
業
シ
ス
テ
ム

に
加
え
て
、
急

傾
斜
地
や
水
源

地
な
ど
路
網
整

備
が
困
難
な
地

形
、
地
質
条
件

の
地
域
で
も
対
応
で
き
る
架
線
系
作
業
シ
ス

テ
ム
の
普
及
が
不
可
欠
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

岐
阜
県
で
は
、
平
成
27
年
度
に
チ
ェ
コ
共

和
国
製
の
タ
ワ
ー
ヤ
ー
ダ
を
導
入
し
て
、
技

　

平
成
30
年
２
月
２
日
に
開
催
し
ま
し
た「
平

成
29
年
度
岐
阜
県
森
林
・
林
業
関
係
合
同
発

表
会
」
の
全
７
課
題
に
つ
い
て
発
表
内
容
を

紹
介
し
ま
す
。

第
１
部　

林
業
普
及
活
動
実
績
発
表

「
ヒ
ノ
キ
コ
ン
テ
ナ
苗
の
生
産
と
そ
の
植
栽
」

◦
恵
那
農
林
事
務
所

林
業
普
及
指
導
員　

多
賀 

幸

　

近
年
、
全
国
的
に
主
伐
後
の
再
造
林
と
し

て
、コ
ン
テ
ナ
苗
を
使
用
し
た
植
栽
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。し
か
し
、恵
那
普
及
指
導
区
で
は
、

主
伐
は
ま
だ
ま
だ
少
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す

が
、
森
林
所
有

者
が
納
得
す
る

施
業
方
法
を
模

索
す
る
と
と
も

に
、
先
行
的
事

例
と
し
て
普
及

で
き
る
よ
う
林

業
普
及
指
導
員

が
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

発
表
で
は
、
国
有
林
で
造
林
費
用
縮
減
の

た
め
利
用
さ
れ
始
め
て
い
る
ヒ
ノ
キ
コ
ン
テ

ナ
苗
を
管
内
の
裸
苗
生
産
者
が
生
産
を
始
め

る
に
あ
た
り
、
県
森
林
研
究
所
で
の
情
報
収

術
研
修
会
を
開
催
し
、
架
線
集
材
技
術
の
普

及
・
定
着
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　

発
表
で
は
、
導
入
し
た
タ
ワ
ー
ヤ
ー
ダ
を

よ
り
高
度
に
使
い
こ
な
す
た
め
、
森
林
技
術

者
欧
州
研
修
と
し
て
製
造
元
で
あ
る
チ
ェ
コ

共
和
国
に
あ
る
メ
ン
デ
ル
大
学
Ｓ
Ｌ
Ｐ
（
大

学
が
運
営
す
る
企
業
）
で
８
日
間
の
研
修
を

受
講
し
、
タ
ワ
ー
ヤ
ー
ダ
の
架
設
、
基
本
操

作
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
設
定
と
変
更
に
よ
る

細
や
か
な
ブ
レ
ー
キ
調
整
な
ど
を
マ
ス
タ
ー

し
、
よ
り
作
業
効
率
を
向
上
さ
せ
る
技
術
を

学
ん
で
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
林
業
普
及
指

導
員
と
し
て
、
人
材
育
成
に
活
か
し
て
い
く

な
ど
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

第
２
部　

国
有
林
野
業
務
発
表

「
裏
木
曽
登
録
ガ
イ
ド
制
度
の
取
組
に
つ
い
て
」

◦
中
部
森
林
管
理
局　

東
濃
森
林
管
理
署

森
林
技
術
指
導
官 

安
藤 

康
生

主
任
森
林
整
備
官 

伊
藤 

章
代

　

東
濃
森
林
管
理
署
で
は
、
平
成
26
年
に
裏

木
曽
地
一
帯
の
国
有
林
が
「
木
曽
悠
久
の
森
」

に
指
定
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、「
登
録
ガ
イ
ド

制
度
」
の
確
立
に
向
け
た
取
組
を
推
進
す
る

た
め
、
地
元
の

関
係
者
と
連
携

し
て
地
元
ガ
イ

ド
が
木
曽
ヒ
ノ

キ
備
林
等
を
案

内
す
る
取
り
組

み
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

発
表
で
は
、

地
元
ガ
イ
ド
に

よ
る
案
内
を
試
行
的
に
実
施
す
る
た
め
、
裏

木
曽
登
録
ガ
イ
ド
候
補
者
（
加
子
母
地
区
６

名
、
付
知
地
区
５
名
）
11
名
に
対
し
、
ガ
イ

ド
事
業
実
践
地
域
の
見
学
や
応
急
手
当
講
習

会
、
ガ
イ
ド
と
し
て
の
心
構
え
、
木
曽
ヒ
ノ

キ
備
林
案
内
等
の
養
成
研
修
を
実
施
し
、
平

成
29
年
度
研
修
修
了
者
の
内
の
８
名
が
99
名

の
利
用
者
を
案
内
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
試
行
時
に
出
さ
れ
た
魅
力
的
な

コ
ー
ス
づ
く
り
、
知
名
度
ア
ッ
プ
の
た
め
の

広
報
活
動
、「
裏
木
曽
登
録
ガ
イ
ド
」
の
人
材

育
成
等
の
様
々
な
課
題
を
解
決
し
、
充
実
し

た
ガ
イ
ド
制
度
の
確
立
に
向
け
て
、
裏
木
曽

登
録
ガ
イ
ド
制
度
の
運
営
主
体
で
あ
る
「
裏

木
曽
古
事
の
森
育
成
協
議
会
」
や
地
域
と
連

携
協
力
し
て
い
く
な
ど
の
紹
介
が
あ
り
ま
し

た
。

第
３
部　

森
林
研
究
所
研
究
・
成
果
発
表

「
針
葉
樹
人
工
林
皆
伐
跡
地
で
天
然
更
新
を
行

う
場
合
に
留
意
す
べ
き
事
項
」

◦
岐
阜
県
森
林
研
究
所

専
門
研
究
員　

久
田 

善
純

　

近
年
、
針
葉
樹
人
工
林
を
皆
伐
後
の
更
新

方
法
と
し
て
、
人
工
造
林
で
は
な
く
、
天
然

更
新
を
選
択
す
る
事
例
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

そ
れ
に
伴
い
、
森
林
整
備
計
画
時
点
に
お
い

て
、
更
新
の
可
否
や
更
新
補
助
作
業
の
要
否

等
を
予
測
・
判
断
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
針
葉
樹
人
工
林
を
皆
伐
後
に
天

然
更
新
を
試
み
た
事
例
を
調
査
し
、
計
画
時

の
留
意
事
項
と
適
切
な
更
新
技
術
を
検
討
し

ま
し
た
。

コンテナ苗 裸苗

作業効率 ２６３ 本／人日 ２３２ 本／人日

活着率 １００％ ８５％

運搬

３００cc苗→１５０cc苗

300cc
150cc

裏木曽登録ガイド制度（案）の概要

世界的にも貴重な裏木曽地域の温帯性針葉樹林や地域に古くか
ら伝わる伝統文化を普及することにより、裏木曽地域の発展に
貢献する。

 運営主体
裏木曽古事の森育成協議会

 登録の条件
中津川市に居住、ガイド養成研修の受講、保険加入等

 活動地域
主に中津川市（加子母、付知、川上地区）にある国有林

 遵守事項
各種法令等の遵守、危険箇所の報告、利用者の保険加入等

 登録のメリット
ガイド技術向上及び平準化、利用者への安心感付与、入林
手続き簡素化

【概要】

【目的】

タワーヤーダ

●平成２８年３月配備

●チェコ共和国製

●トラクタ ＋

タワーヤーダ ＋ 搬器

●タワー高 ８ｍ

●吊上げ能力 約2.7ｔ

最大速度 約５ｍ/秒
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平
成
29
年
度

岐
阜
県
森
林
・
林
業
関
係

　
　
　合
同
発
表
会
（
発
表
紹
介
）

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

0
5
7
5
ー
3
5
ー
2
5
3
5

　
　
　
　
　
　
　
　 森
林
技
術
開
発・支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で

　

発
表
で
は
、
丈
夫
な
盛
土
を
作
る
た
め
に

は
、
概
ね
30
㎝
の
層
ご
と
に
締
固
め
を
行
う

こ
と
が
均
質
な
盛
土
を
作
る
た
め
に
は
重
要

で
あ
る
こ
と
や
段
切
り
（
基
礎
処
理
）
に
よ

り
し
っ
か
り
と
基
礎
面
を
作
る
こ
と
、
枝
条

な
ど
の
不
安
定
な
集
積
物
の
う
え
に
盛
土
を

行
わ
な
い
な
ど
の
試
験
結
果
の
紹
介
が
あ
り

ま
し
た
。

第
４
部　

森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
課
題

研
究
発
表　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
雑
木
需
要
向
上
の
た
め
の
デ
ー
タ
作
り

～
椅
子
部
材
の
実
験
で
得
た
樹
種
特
性
～
」

◦
岐
阜
県
立
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー

　

森
と
木
の
ク
リ
エ
ー
タ
ー
科
2
年池

冨
士 

裕

　

近
年
、全
国
で
雑
木（
小
径
木
や
非
有
用
材
）

に
関
心
を
持
っ
て
い
る
林
業
・
製
材
関
係
者

（
供
給
側
）
が
増
え
て
お
り
、
新
し
い
地
域

材
利
用
の
う
ね

り
を
感
じ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、

生
産
効
率
が
悪

く
、
特
性
が
わ

か
ら
な
い
雑
木

を
使
っ
て
製
品

作
り
を
す
る
木

工
関
係
者
（
使

い
手
）
は
少
な

い
現
状
に
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
雑
木
の
需

要
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
は
、
供
給
側
と
使

い
手
を
つ
な
ぐ
手
段
と
し
て
の
特
性
デ
ー
タ

が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

　

発
表
で
は
、
使
い
手
目
線
の
分
か
り
や
す

　

発
表
で
は
、

高
木
性
種
の
前

生
稚
樹
が
少
な

い
場
合
は
、
稚

樹
の
侵
入
を
促

す
た
め
、
皆
伐

前
の
「
抜
き
伐

り
」
を
実
施
し

た
り
、
競
合
植

物
に
被
圧
さ
れ

る
場
合
は
、
競
合
植
物
を
除
去
す
る
「
刈
り

出
し
」
を
実
施
す
る
な
ど
、
判
断
に
資
す
る

事
例
収
集
を
継
続
す
る
こ
と
に
よ
り
、
更
新

阻
害
要
因
を
洗
い
出
し
、
そ
の
対
策
の
準
備

を
確
認
す
る
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
取
り
纏
め

て
い
る
な
ど
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

「
壊
れ
に
く
い
森
林
作
業
道
作
設
技
術
の
開
発

～
丈
夫
な
盛
土
の
施
工
方
法
と
は
～
」

◦
岐
阜
県
森
林
研
究
所

主
任
研
究
員　

和
多
田 

友
宏

　

森
林
作
業
道
は
、
土
構
造
に
よ
っ
て
作
設

す
る
こ
と
を
基
本
と
し
、
適
正
な
盛
土
の
作

り
方
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
崩
壊

原
因
を
調
査
す

る
と
盛
土
の
施

工
方
法
に
問
題

が
あ
る
と
い
う

結
果
が
得
ら
れ

ま
し
た
。
そ
こ

で
、
壊
れ
に
く

い
盛
土
の
施
工

方
法
に
つ
い
て

試
験
を
実
施
し

ま
し
た
。

い
デ
ー
タ
作
り
を
実
践
す
る
た
め
、
小
径
木

で
も
製
作
で
き
る
丸
棒
の
小
椅
子
で
試
験
を

行
い
ま
し
た
。

　

材
料
は
、
県
内
で
入
手
で
き
る
20
種
類
の

雑
木
を
用
い
て
、
椅
子
作
成
に
限
定
し
た
①

密
度
、
②
収
縮
、
③
強
度
の
デ
ー
タ
取
り
を

行
っ
た
結
果
、
樹
種
ご
と
に
異
な
る
特
性
が

あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
も
の
づ
く
り
の
現
場
に
お
い
て
、

得
ら
れ
た
特
性
デ
ー
タ
を
介
し
て
使
い
手
側

と
山
側
が
一
緒
に
雑
木
の
使
い
方
を
考
え
て

も
ら
う
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
得
ら
れ

た
特
性
デ
ー
タ
は
、
樹
種
ご
と
に
ま
と
め
、

小
冊
子
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

第
５
部　

農
林
高
校
生
課
題
研
究
発
表

「
ス
ギ
人
工
林
雪
害
跡
地
に
お
け
る
広
葉
樹
の

森
づ
く
り
」

◦
岐
阜
県
立
郡
上
高
等
学
校

　

森
林
科
学
科
３
年　

　
　

池
石 

琢
朗
、
大
矢 

聖
譲
、
羽
生 

大
志
、

　
　

山
本 

凌
也

　

郡
上
高
校
演
習
林
内
の
ス
ギ
人
工
林
は
、

平
成
14
年
１
月
の
大
雪
で
冠
雪
害
を
受
け
、

被
害
木
以
外
も
含
む
ス
ギ
の
皆
伐
を
実
施
し

ま
し
た
が
、
そ
の
後
15
年
間
放
置
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
森
林
は
林
道
の
直

上
部
に
位
置
し
て
お
り
、
保
育
管
理
や
伐
出

も
容
易
に
行
え
る
こ
と
か
ら
、
広
葉
樹
の
森

づ
く
り
を
行
っ
て
積
極
的
に
活
用
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
森
林
科
学
科
３
年
の
「
未
来
の

森
づ
く
り
」班
は
、こ
の
放
置
さ
れ
た
森
林（
以

下
、「
放
置
林
」
と
す
る
）
の
活
用
方
法
を
検

討
し
ま
し
た
。

　

発
表
で
は
、
放
置
林

の
植
生
を
把
握
す
る
た

め
、
放
置
林
の
中
で
階

層
が
違
う
３
つ
の
エ
リ

ア
を
調
査
し
た
結
果
、

有
用
広
葉
樹
は
数
が
少

な
く
、
有
用
樹
の
中
で

も
価
値
の
高
い
ナ
ラ
類

や
ミ
ズ
メ
、
カ
エ
デ
類

も
多
く
生
育
す
る
森
林
に
な
る
に
は
期
待
薄

と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
現
状
を
活
か
す
よ
り
も
積
極
的

に
作
り
替
え
る
こ
と
を
考
え
、
郡
上
高
校
が

以
前
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
シ
イ
タ
ケ
原
木

栽
培
の
原
生
林
と
し
て
の
コ
ナ
ラ
林
造
成
を

目
指
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
後
の
森
づ
く
り
に
必
要
な
除
伐
、

地
拵
え
、
獣
害
対
策
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
今

後
の
活
動
に
つ
い
て
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

　

発
表
会
に
は
２
０
０
名
程
の
方
々
に
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、
地
域

の
抱
え
る
課
題
に
対
す
る
取
組
や
最
新
の
研

究
成
果
な
ど
非
常
に
興
味
深
い
内
容
だ
っ
た

等
の
多
く
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
発

表
者
の
方
々
や
参
加
者
、
関
係
者
の
皆
様
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
森
林
技
術
開
発
・
支
援
セ
ン
タ
ー井

戸 

好
美
】

様々な更新阻害要因とその対策

成長

定着

天然更新
のステップ

成林

・粗腐植の堆積等

・枝条の集積、重機侵入

・獣害

・競合植物による被圧

・前生稚樹が少ない

・種子供給源が少ない

侵入

更新阻害要因の一例

（遠い）

対 策

・地表処理

・刈り出し

・植込み

・獣害対策

・伐採・集材・造材
方法の考慮

・皆伐前の抜き伐り

（人為的な要因）

（稚樹の侵入を促す）

天然更新補助作業

締固め試験結果のイメージ図

1

【30cmごとに締固めた場合】 【30cmを超える厚さで締固めた場合】

全体がバランス
よく締固まって
いる

地下水がしみこみやす
いなどの弱点となり、
崩れやすくなる

締固めの程度
のバランスが悪
い

強度によって椅子のシルエッ トは変わる

→データがあるとデザインの自由度も上がる

トチ ノキ

今回強度最小

コハウチワカエデ

強度最大

ヒ ノキ

参考樹種

【７】「広葉樹の森づくり」の実践

森林文化アカデミー横井先生に
現場でアドバイスを頂きました

除伐・地ごしらえ

1
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【森林整備課　早田 憲史、治山課　林　和正】

平成29年度　岐阜県   治山林道研究発表会
　岐阜県治山林道研究発表会は、治山研究会員、林道研究会員が、治山、林道事業に携わる中で直面する課題について、調
査、研究した成果を発表するもので、治山研究会と林道研究会が合同で開催するようになり今年度で19回目、個別では治
山研究発表会が53回目、林道研究発表会が46回目を迎えました。
　平成30年2月16日に約130名が参加して、関市わかくさプラザ多目的ホールにおいて開催し、治山部門で４題、林道部門
で3題の発表があり、いずれも今後の森林土木技術の向上が期待される充実した内容でした。
　発表終了後には、森林研究所の臼田専門研究員から「山地災害リスクを低減させるための森林情報の活用」と題した特
別講演がありました。
　本会の最後には、審査員長である国立大学法人岐阜大学名誉教授の木村正信氏から研究発表内容に対する改善点を含
めた講評の後、治山、林道両部門の最優秀賞及び優秀賞の表彰で本会を終了しました。

　治山、林道事業の効果を県民により深く理解してもらうと同時に、治山施設・森林整備等の重要性と林道の活用をＰＲ
することを目的として、写真コンクールを実施しました。治山部門63件、林道部門21件の応募の中から最優秀賞を表彰し
ました。

治山研究発表課題
【最優秀賞】

ドローンを活用した写真測量による地形変化の把握 飛騨農林事務所　　松原 智・榎田 俊治

近年多発している土砂災害等に対し、安全かつ効率的に復旧計画を策定する一つの方法として、ドローンによる空中写真測量
を実施し、その効果や実用性を検証した。

林道研究発表課題

【治山部門最優秀賞】

写真コンクール

【優秀賞】

林道事業における航空レーザ測量データの活用に関する一考察 西濃農林事務所　　川村 宏光

岐阜県において航空レーザ測量データは治山・砂防事業で活用されているが、林道分野における活用は進んでいない。そこ
で林道事業における航空レーザ測量データの活用について考察した。

【優秀賞】

平成２９年度発生の林道災害についての考察 中濃農林事務所　　古川 明里

平成２９年度の豪雨により中濃農林事務所管内で９か所の林道施設災害が発生し、関市と美濃市では限られた職員数で迅
速な対応を求められた。今後の対応として、今回の災害をもとに課題と対応策を検討した。

山腹崩壊地の復旧状況 適正な森林施業に欠かせない林道

【優秀賞】

トンネルの点検と補修 下呂市 林務課　　黒木 拓也・成瀬 武晴

林道八幡～高山線は森林整備や地域住民の生活道路として重要な路線であり、この林道内にある馬瀬トンネルは築２０年
以上が経過している。馬瀬トンネルの点検診断と補修をしたので、その事例を発表した。

【優秀賞】

既設谷止工の機能回復について 郡上農林事務所　　岡本 大輝

治山施設点検に基づく対応として、郡上市白鳥町歩岐島地内の長良川左岸部支流において、既設谷止工の破損を発見したた
め、原因を調査し対策工法を検討したので、その事例を発表した。

【優秀賞】

可茂管内における治山施設点検結果に基づく今後の対策検討 可茂農林事務所　　上村 康人

修繕等が必要な治山施設の修繕等を実施するにあたり、優先順位決定のための指標及び順位決定手順について、可茂農林
事務所管内の事例を発表した。

DEMデータを活用した土砂移動の解析 揖斐農林事務所　　小森 一史

現地調査の代わりに、航空レーザ測量の成果品であるDEMデータ(数値標高モデル)を用いて、降雨などの影響による不安定
土砂の移動量の関係を分析し、治山計画箇所を予測する判断要素にできないか考察した。

【林道部門最優秀賞】

郡上農林事務所　木島 光雅撮影者
郡上市大和町大字栗巣地内場　所

可茂農林事務所　日置 和幸撮影者
加茂郡東白川村神土地内場　所

会場の様子 治山部門表彰 林道部門表彰
※研究課題の詳細については今後「森林のたより」にて掲載していく予定です。
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【森林整備課　早田 憲史、治山課　林　和正】

平成29年度　岐阜県   治山林道研究発表会
　岐阜県治山林道研究発表会は、治山研究会員、林道研究会員が、治山、林道事業に携わる中で直面する課題について、調
査、研究した成果を発表するもので、治山研究会と林道研究会が合同で開催するようになり今年度で19回目、個別では治
山研究発表会が53回目、林道研究発表会が46回目を迎えました。
　平成30年2月16日に約130名が参加して、関市わかくさプラザ多目的ホールにおいて開催し、治山部門で４題、林道部門
で3題の発表があり、いずれも今後の森林土木技術の向上が期待される充実した内容でした。
　発表終了後には、森林研究所の臼田専門研究員から「山地災害リスクを低減させるための森林情報の活用」と題した特
別講演がありました。
　本会の最後には、審査員長である国立大学法人岐阜大学名誉教授の木村正信氏から研究発表内容に対する改善点を含
めた講評の後、治山、林道両部門の最優秀賞及び優秀賞の表彰で本会を終了しました。

　治山、林道事業の効果を県民により深く理解してもらうと同時に、治山施設・森林整備等の重要性と林道の活用をＰＲ
することを目的として、写真コンクールを実施しました。治山部門63件、林道部門21件の応募の中から最優秀賞を表彰し
ました。

治山研究発表課題
【最優秀賞】

ドローンを活用した写真測量による地形変化の把握 飛騨農林事務所　　松原 智・榎田 俊治

近年多発している土砂災害等に対し、安全かつ効率的に復旧計画を策定する一つの方法として、ドローンによる空中写真測量
を実施し、その効果や実用性を検証した。

林道研究発表課題

【治山部門最優秀賞】

写真コンクール

【優秀賞】

林道事業における航空レーザ測量データの活用に関する一考察 西濃農林事務所　　川村 宏光

岐阜県において航空レーザ測量データは治山・砂防事業で活用されているが、林道分野における活用は進んでいない。そこ
で林道事業における航空レーザ測量データの活用について考察した。

【優秀賞】

平成２９年度発生の林道災害についての考察 中濃農林事務所　　古川 明里

平成２９年度の豪雨により中濃農林事務所管内で９か所の林道施設災害が発生し、関市と美濃市では限られた職員数で迅
速な対応を求められた。今後の対応として、今回の災害をもとに課題と対応策を検討した。

山腹崩壊地の復旧状況 適正な森林施業に欠かせない林道

【優秀賞】

トンネルの点検と補修 下呂市 林務課　　黒木 拓也・成瀬 武晴

林道八幡～高山線は森林整備や地域住民の生活道路として重要な路線であり、この林道内にある馬瀬トンネルは築２０年
以上が経過している。馬瀬トンネルの点検診断と補修をしたので、その事例を発表した。

【優秀賞】

既設谷止工の機能回復について 郡上農林事務所　　岡本 大輝

治山施設点検に基づく対応として、郡上市白鳥町歩岐島地内の長良川左岸部支流において、既設谷止工の破損を発見したた
め、原因を調査し対策工法を検討したので、その事例を発表した。

【優秀賞】

可茂管内における治山施設点検結果に基づく今後の対策検討 可茂農林事務所　　上村 康人

修繕等が必要な治山施設の修繕等を実施するにあたり、優先順位決定のための指標及び順位決定手順について、可茂農林
事務所管内の事例を発表した。

DEMデータを活用した土砂移動の解析 揖斐農林事務所　　小森 一史

現地調査の代わりに、航空レーザ測量の成果品であるDEMデータ(数値標高モデル)を用いて、降雨などの影響による不安定
土砂の移動量の関係を分析し、治山計画箇所を予測する判断要素にできないか考察した。

【林道部門最優秀賞】

郡上農林事務所　木島 光雅撮影者
郡上市大和町大字栗巣地内場　所

可茂農林事務所　日置 和幸撮影者
加茂郡東白川村神土地内場　所

会場の様子 治山部門表彰 林道部門表彰
※研究課題の詳細については今後「森林のたより」にて掲載していく予定です。
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●詳しい内容を知りたい方は　TEL（0575）35ｰ2525  県立森林文化アカデミー まで

子
ど
も
と
森
を
つ
な
ぐ
サ
イ
コ
ー
の
道
具 

”m
o
r
i
n
o
c
o
ナ
イ
フ

“

〜
モ
ノ
で
は
な
く
道
具
を
！ 

産
・
官
・
学
・
民 

４
者
連
携
の
挑
戦
！
〜

岐
阜
県
立
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー

　准
教
授
●
萩
原
・
ナ
バ
・
裕
作

フ
」で
す
。

　

現
在
、
２
０
１
８
年
度
春
に「
２
０
１
８

年
モ
デ
ル
」リ
リ
ー
ス
の
た
め
に
奮
闘
中
で

す
。

　

長
野
県
の
藍
染
小
学
校
で
は
校
長
先
生

が
新
入
生
全
員
に
ナ
イ
フ（
肥
後
守
）を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
て
、
子
ど
も
た
ち
は
６

年
間
、
鉛
筆
は
ナ
イ
フ
で
削
る
そ
う
で
す
。

　

刃
物
の
ま
ち
関
市
で
も
ぜ
ひ
実
現
し
た

い
で
す
ね
。
そ
し
て
子
ど
も
た
ち
が
放
課

後
に
ナ
イ
フ
片
手
に
野
山
で
遊
ぶ
よ
う
に

な
る
日
が
来
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

＊
参
考
図
書「
刃
物
と
日
本
人
」（
ヤ
マ
ケ
イ
新
書 

２
０
１
６
）

頃
の
子
供
は
不
器
用
だ
」な
ん
て
言
葉
を
よ

く
耳
に
す
る
今
、
子
ど
も
た
ち
に
ナ
イ
フ

が
必
要
で
す
。

　

ス
イ
ス
で
は
子
ど
も
が
５
歳
に
な
る
と

ナ
イ
フ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
便
利
な

一
方
、
使
い
方
を
間
違
え
れ
ば
大
ケ
ガ
に
つ

な
が
る
ナ
イ
フ
を
渡
す
こ
と
で
、「
社
会
の

中
で
の
責
任
」を
育
む
た
め
だ
と
か
。「
人
類

が
初
め
て
手
に
入
れ
た
道
具
＝
ナ
イ
フ
」を

子
ど
も
た
ち
か
ら
安
易
に
遠
ざ
け
が
ち
な

日
本
社
会
の
成
熟
度
の
低
さ
を
痛
感
し
ま

す
。

　

会
議
中
の
私
の
発
言
を
き
っ
か
け
に
、

２
０
１
７
年
４
月
、「
産（
地
元
の
刃
物
業

界
）・
官（
関
市
）・
学（
森
林
文
化
ア
カ
デ

ミ
ー
）・
民（
ツ
バ
キ
ラ
ボ
＆
市
民
）」の
４
者

連
携
に
よ
る
地
域
の
素
材
と
技
術
を
活
か

し
た
子
ど
も
用
ナ
イ
フ
の
開
発
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。「
子
ど
も
た
ち
に
、
モ
ノ
で
は

な
く
道
具
を
」そ
ん
な
思
い
が
詰
ま
っ
た
木

育
の
始
ま
り
で
す
。

　

観
察
や
実
験
、
聞
き
取
り
と
検
討
を
重

ね
、
折
り
た
た
み
式
で
ハ
ン
ド
ル（
持
ち

手
）に
地
域
の
森
の
残
材「
ヒ
ノ
キ
の
枝
」を

　
「“
刃
物
の
ま
ち
関
市
”な
の
に
、
ど
う
し

て
子
ど
も
た
ち
が
ナ
イ
フ
を
使
っ
て
な
い

の
？
」市
担
当
者
と
の
別
件
の
会
議
中
に
思

わ
ず
出
た
言
葉
。
す
べ
て
は
こ
こ
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
。

　

今
や「
ナ
イ
フ
離
れ
」は
世
界
的
に
広

が
っ
て
い
ま
す
。「
包
丁
や
ま
な
板
が
家
に

な
い
」人
も
い
る
と
い
う
か
ら
驚
き
で
す
。

便
利
な
暮
ら
し
と
、
過
度
な
安
全
管
理
、

社
会
の
成
熟
度
が
キ
ー
ワ
ー
ド
の
よ
う
で

す
。

　

か
つ
て
子
ど
も
た
ち
は
、
ポ
ケ
ッ
ト
に

肥
後
守（
折
り
た
た
み
式
ナ
イ
フ
）を
し
の

ば
せ
野
山
で
遊
ん
だ
も
の
で
す
。
竹
と
ん

ぼ
、
弓
矢
、
コ
マ
…
。
ナ
イ
フ
一
本
で
大
抵

の
も
の
は
作
っ
て
い
ま
し
た
。
お
も
ち
ゃ
は

自
分
で
作
る
も
の
で
し
た
。
ナ
イ
フ
は
遊

び
に
欠
か
せ
ぬ
友
で
あ
り
、
野
山
は
宝
の

山
で
し
た
。

　
「
手
は
第
二
の
脳
」と
言
わ
れ
、
手
先
を
動

か
す
こ
と
で
脳
に
必
要
な
刺
激
を
与
え
て

い
る
そ
う
で
す
。
刃
先
か
ら
伝
わ
る
微
妙

な
感
覚
の
違
い
や
、
力
加
減
な
ど
ナ
イ
フ

は
手
先
の
感
覚
を
鍛
え
て
く
れ
ま
す
。「
近

使
っ
た
ナ
イ
フ
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
ヒ
ノ
キ

の
枝
は
目
が
詰
ま
っ
て
い
て
強
度
が
あ
り
、

見
た
目
も
触
り
心
地
も
よ
く
軽
い
た
め
、

子
ど
も
用
ナ
イ
フ
に
最
適
で
す
。
そ
し
て

ハ
ン
ド
ル
に
触
れ
る
た
び
に
、
地
域
の
森
と

子
ど
も
が
つ
な
が
る
と
い
う
思
い
も
重
ね

ま
し
た
。
そ
の
名
も“
m
o
r
i
n
o
c
o

ナ
イ
フ
”の
誕
生
で
す
。

　

50
周
年
を
迎
え
た
関
刃
物
ま
つ
り
の
会

場
で
、
試
作
ナ
イ
フ
を
２
０
０
人
以
上
の

親
子
に
実
際
に
使
っ
て
も
ら
い
意
見
を
も

ら
い
ま
し
た
。「
市
民
と
一
緒
に
作
る
ナ
イ

▲morinocoナイフ試作品

▲削るってやっぱり楽しい▲ナイフがあればなんでも作れる
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研
修
会
は
二
部
構
成
に
よ
り
開
催
し
、
第

一
部
で
は
、「
建
築
基
準
法
改
正
と
「
大
規
模

木
造
公
共
建
築
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
変
更
点
」

と
題
し
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｗ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ａ
Ｃ
か
ら
河

本
和
義
代
表
理
事
、
塩
田
佳
子
理
事
を
お
招

き
し
、
ご
講
義
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
前
述

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
県
が
同
法
人
の
協
力
を

得
て
平
成
23
年
度
に
刊
行
し
た
も
の
で
す
が
、

近
年
の
法
改
正
を
ふ
ま
え
、
公
共
建
築
物
を

木
造
で
建
築
す
る
際
に
お
さ
え
る
べ
き
ポ
イ

ン
ト
を
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
に
、

安
価
な
無
等
級
材
と
高
価
な
Ｊ
Ａ
Ｓ
材
と
を
、

メ
リ
ハ
リ
を
も
っ
て
配
置
す
る
（
使
い
分
け

る
）
と
よ
い
こ
と
や
、
材
料
調
達
は
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
余
裕
を
持
っ
て
す
べ
き
で
あ
る

こ
と
、
部
分
的
に
外
国
産
材
の
集
成
材
を
使

用
す
る
割
り
切
り
も
有
効
で
あ
る
こ
と
等
、

実
効
性
の
あ
る
知
見
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
岐
阜
県
で
は
、
平
成
29
年
度
か
ら
33
年
度

ま
で
の
５
年
間
を
計
画
期
間
と
し
た
「
第
３

期
岐
阜
県
森
林
づ
く
り
基
本
計
画
（
以
下
、「
基

本
計
画
」）」
を
定
め
、
揺
る
ぎ
な
い
長
期
的

展
望
と
県
民
協
働
に
よ
る
持
続
可
能
な
森
林

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
基
本
計
画
に
定
め
る
３
つ
の
取
組
内
容
の

１
つ
で
あ
る
「
生
き
た
森
林
づ
く
り
」
を
強

化
推
進
す
る
た
め
、
県
で
は
、
県
産
材
の
利

用
の
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、近
年
は
、建
築
基
準
法
等
の
法
令
改
正（
平

成
27
年
６
月
、
等
）
や
、
木
材
利
用
基
本
方

針（
※
）の
改
定（
平
成
29
年
６
月
）等
、特
に
、

い
わ
ゆ
る
「
非
住
宅
分
野
」
と
よ
ば
れ
る
中
・

大
規
模
建
築
物
に
お
い
て
、
木
造
化
や
内
装

木
質
化
に
つ
い
て
、法
制
度
上
の
”追
い
風
“が

吹
い
て
い
る
と
い
う
側
面
も
あ
り
ま
す
。

（
※
）
農
林
水
産
大
臣
、
国
土
交
通
大
臣
が
連
名
で
発
出
す

る
「
公
共
建
築
物
に
お
け
る
木
材
の
利
用
の
促
進
に
関
す

る
基
本
方
針
」

　
そ
の
よ
う
な
状
況
下
、
国
や
地
方
公
共
団

体
が
建
築
、
管
理
す
る
「
公
共
建
築
物
」
に

つ
い
て
は
、
平
成
22
年
10
月
に
施
行
さ
れ
た

「
公
共
建
築
物
に
お
け
る
木
材
の
利
用
に
関
す

る
法
律
」
に
も
と
づ
き
積
極
的
な
木
材
利
用

を
す
す
め
て
い
く
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

木
造
建
築
の
特
性
（
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
）

や
法
令
上
の
制
限
、
ま
た
そ
れ
ら
に
も
と
づ

く
コ
ス
ト
計
算
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
は
、
発
注

側
で
あ
る
県
、
お
よ
び
市
町
村
の
行
政
担
当

職
員
に
十
分
認
知
さ
れ
て
い
な
い
の
が
実
情

で
す
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、
本
来
で
あ
れ
ば
木

造
に
よ
り
建
築
さ
れ
（
る
べ
き
で
あ
）
る
公

共
建
築
物
が
、Ｒ
Ｃ
造
や
Ｓ
造
で
建
築
さ
れ
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
般
、
市

町
村
お
よ
び
県
の
営
繕
（
企
画
、
建
築
）
職

員
等
を
主
対
象
と
し
た
研
修
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

岐
阜
県
産
材
を
活
用
し
た

公
共
建
築
物
等
に
関
す
る
研
修
会
を

開
催
し
ま
し
た

　
ま
た
、
第
二
部
で
は
「
高
山
市
の
県
産
材

利
用
事
例
」
と
し
て
、
平
成
30
年
３
月
竣
工

予
定
で
建
築
中
の
高
山
市
久
々
野
支
所
の
取

組
み
に
つ
い
て
、
同
市
の
西
永
勝
己
支
所
長

か
ら
お
話
し
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。「『
な
ぜ
、

木
造
化
す
る
の
か
？
』
を
数
値
で
説
明
す
る

の
は
難
し
い
が
、
感
覚
的
（
暖
か
い
、
優
し
い
、

等
）
な
要
素
も
公
的
建
築
に
は
必
要
で
は
な

い
か
」
等
の
示
唆
に
富
む
お
話
を
伺
え
ま
し

た
。

　
県
で
は
、
今
後
も
公
共
建
築
物
の
県
産
材

利
用
促
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

【
県
産
材
流
通
課
　
今
井
琢
磨
】
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●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
８
ー
３
２
７
ー
２
１
０
３

　
　
　
　

 

　
　
　
　
　瑞
穂
市
役
所
商
工
農
政
観
光
課
ま
で

16

わ
が
ま
ち
の
森
林
・
環
境
行
政

瑞
穂
市
の
環
境
づ
く
り
施
策
を
紹
介
し
ま
す
。

瑞
穂
市
の
木
材
の
あ
る
環
境
づ
く
り

　

ま
た
、
公
共
施
設
に
お
け
る
県
産
材
の
利
用

に
よ
り
、
一
般
へ
県
産
材
の
良
さ
を
Ｐ
Ｒ
す
る

機
会
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

同
様
の
目
的
に
よ
り
、
県
産
材
を
用
い
た
ト

イ
レ
の
建
設
さ
れ
た
公
園
は
市
内
に
い
く
つ
か

存
在
し
ま
す
。
そ
の
ひ
と
つ
が「
豊
か
な
緑
ど
ん

ぐ
り
公
園
」（
瑞
穂
市
祖
父
江
）で
す
。
豊
か
な
緑

ど
ん
ぐ
り
公
園
に
は
県
産
材
を
用
い
た
ト
イ
レ

が
存
在
す
る
だ
け
で
な
く
、そ
の
名
の
通
り
様
々

な
種
類
の
ど
ん
ぐ
り
の
木
や
サ
ツ
キ
の
木
が
育

て
ら
れ
て
お
り
、
よ
り
自
然
を
身
近
に
感
じ
る

こ
と
の
で
き
る
環
境
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

全
て
の
方
が
利
用
す
る
こ
と
の
で
き
る
施
設

で
す
の
で
、
近
隣
に
お
立
ち
寄
り
の
際
は
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

書
や
子
育
て
世
代
向
け
の
本
を
中
心
と
し
て
構

成
さ
れ
て
お
り
、
親
子
で
の
利
用
が
多
い
図
書

館
で
す
。
親
子
で
本
に
親
し
む
微
笑
ま
し
い
雰

囲
気
の
中
、
木
育
ひ
ろ
ば
の
本
棚
に
は「
木
や
植

物
に
関
す
る
本
」や「
よ
い
絵
本
」な
ど
が
常
設
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
図
書
館
事
業
に
あ
わ
せ

た
テ
ー
マ
本
も
展
示
さ
れ
、
来
館
者
の
目
に
触

れ
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

木
育
ひ
ろ
ば
の
ソ
フ
ァ
は
、
南
側
に
面
し
た

窓
ガ
ラ
ス
付
近
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、
図
書
や

雑
誌
、
新
聞
な
ど
を
心
地
よ
く
読
む
こ
と
の
で

き
る
場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ア
イ
ア
ン
ボ
ー

ド
は
、
図
書
館
入
口
に
置
か
れ
、
マ
グ
ネ
ッ
ト

付
木
製
ブ
ロ
ッ
ク
で
行
事
や
季
節
に
合
わ
せ
た

文
字
や
絵
が
形
づ
く
ら
れ
た「
案
内
板
」と
し
て
、

訪
れ
る
子
ど
も
た
ち
の
楽
し
み
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
瑞
穂
市
図
書
館
で
毎
週
行
わ
れ
る「
お

は
な
し
の
会
」で
は
、
県
内
産
の
様
々
な
樹
種
の

木
材
で
つ
く
ら
れ
た
つ
み
き
が「
参
加
整
理
券
」

と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

瑞
穂
市
内
で
岐
阜
県
の
豊
か
な
自
然
の
一
端

に
触
れ
、
岐
阜
県
の
森
林
に
つ
い
て
関
心
を
持

つ
き
っ
か
け
と
し
て
、
本
と
自
然
の
重
な
る
素

敵
な
空
間
で
心
豊
か
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
の

で
き
る
瑞
穂
市
図
書
館
分
館
へ
家
族
そ
ろ
っ
て

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

瑞
穂
市
の
概
要

　

瑞
穂
市
は
、
県
都
岐
阜
市
と
大
垣
市
に
挟
ま

れ
た
田
園
地
帯
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

　

東
に
長
良
川
、
西
に
揖
斐
川
の
ほ
か
、
市
内

に
十
八
本
の
一
級
河
川
が
流
れ
る
水
に
恵
ま
れ

た
自
然
豊
か
な
地
域
で
す
。
し
か
し
地
勢
上
、

市
内
で
は
林
業
が
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

今
回
は
、
そ
ん
な
瑞
穂
市
内
で
岐
阜
県
産
の

木
材
の
温
か
さ
に
触
れ
ら
れ
る
場
所
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

瑞
穂
市
図
書
館
分
館

　

瑞
穂
市
内
の「
ぎ
ふ
木
育
ひ
ろ
ば
」は
、
西
部

複
合
セ
ン
タ
ー
内
の
瑞
穂
市
図
書
館
分
館（
瑞
穂

市
宮
田
）に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
ぎ
ふ
木
育
」と
は
、
岐
阜
県
の
誇
る
豊
か
な

自
然
を
背
景
と
し
た『
森
と
木
か
ら
の
学
び
』で

あ
る
と
定
義
さ
れ
、「
ぎ
ふ
木
育
」を
通
じ
て
、
子

ど
も
を
は
じ
め
と
す
る
す
べ
て
の
人
々
が
森
林

（
自
然
）に
誇
り
と
愛
着
を
も
ち
、
森
林
に
対
し

て
責
任
あ
る
行
動
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
人
材

と
な
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　

瑞
穂
市
図
書
館
分
館
内
に
は
、
県
内
産
の
ヒ

ノ
キ
を
使
用
し
た
本
棚
、
県
内
産
の
ブ
ナ
を
使

用
し
た
ソ
フ
ァ
、
県
内
産
の
ヒ
ノ
キ
と
ス
ギ
を

使
用
し
た
ア
イ
ア
ン
ボ
ー
ド
が
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

瑞
穂
市
図
書
館
分
館
の
蔵
書
は
、
主
に
児
童

清
流
み
ど
り
の
丘
公
園
・
豊
か
な

緑
ど
ん
ぐ
り
公
園

　

今
年
の
三
月
末
、
近
隣
住
民
の
憩
い
の
場
と

し
て
、
ま
た
災
害
時
の
一
時
避
難
場
所
と
し
て

利
用
す
る
公
園
整
備
の
一
連
施
設
と
し
て
、
岐

阜
県
産
の
木
材
を
用
い
た
ト
イ
レ
が
瑞
穂
市
内

の「
清
流
み
ど
り
の
丘
公
園
」（
瑞
穂
市
野
白
新

田
）に
完
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ト
イ
レ
の
建
設
は
、
岐
阜
県
の
公
共
施

設
等
に
お
け
る
県
産
材
利
用
促
進
方
針
の
基
本

方
針
に
お
い
て
、「
木
材
の
も
つ
優
れ
た
特
性
を

活
か
し
、（
中
略
）と
も
に
支
え
合
う
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
健
康
福
祉
社
会
づ
く
り
、
快
適
な
生
活

環
境
の
創
出
等
を
め
ざ
す
と
と
も
に
健
全
で
豊

か
な
森
林
づ
く
り
に
資
す
る
た
め
、（
中
略
）公
共

施
設
等
に
お
け
る
県
産
材
利
用
に
総
合
的
に
取

組
む
も
の
と
す
る
。」と
さ
れ
て
い
る
な
か
で
の

取
組
み
で
す
。

▲岐阜県産のヒノキを使用した本棚

▲岐阜県産のヒノキとスギを使用したアイアンボード

▲トイレの外装（豊かな緑どんぐり公園）

▲トイレの内装（豊かな緑どんぐり公園）

▲岐阜県産のブナを使用したソファ

▲岐阜県産の木材を使用したつみき

▲トイレの内装（豊かな緑どんぐり公園）

▲豊かな緑どんぐり公園の木々

MORINOTAYORI MORINOTAYORI 14



【恵みの森づくり推進課　吉田 宗平】　●詳しい内容を知りたい方は清流の国ぎふ森林・環境税活用サポート窓口 ＴＥＬ ０５８-２７２-1111 内線（3029） まで

平成30年度の『清流の国ぎふ森林・環境税』を活用する事業についてお知らせします。

事　業　名 事業の概要 計画量 予算額（千円）

環境保全林整備事業 水源林、奥山林等の間伐を行う市町村や林業事業体への助成 2,600ha 280,000

公有林化支援推進事業 荒廃の恐れのある森林の公有林化を行う市町村への助成等 20ha 20,000

里山林整備事業 不用木除去や危険木伐採など里山林・生活保全林の整備を
行う市町村等への助成 650ha

200,000
森林地域外危険木除去事業 森林計画区域の外にある危険木除去を行う市町村への助成 10箇所

観光景観林整備事業 景観としての価値が高い観光道路沿いの森林の整備を行う
市町村への助成 80ha 50,000

ニホンジカ、イノシシ等の捕獲推進事業 ニホンジカ、イノシシ、カワウの捕獲等
7,700頭（シカ・イノシシ）
20団体（カワウ）
598羽（カワウ等）

152,000

捕獲の担い手確保推進事業 有害鳥獣の捕獲の担い手となる市町村職員育成への助成 6人 3,000

野生動物総合対策普及推進事業 大学と連携し、鳥獣被害対策についての研究等
1機関
500人
（啓発事業への参加者数）

21,000

流域清掃活動推進事業
ため池外来種駆除事業

地域住民と連携し、河川の清掃等を行う団体等への助成 58河川 30,000
ため池の生態系を回復するための外来種の駆除等への助成 3箇所 2,500

水田魚道設置推進事業 魚の往来のため水田と排水路をつなぐ魚道の設置 1地区 3,000
生態系保全団体支援事業 里地里川の生態系保全に取り組む団体への助成 5団体 10,500

生態系保全市町村支援事業 スクミリンゴガイ（ジャンボタニシ）の駆除等を行う市町村
への助成 7市町村 7,000

河川魚道の機能回復事業 河川魚道を点検し堆積土砂の除去等の支援

県管理河川のうち農業用取水堰に設置された魚道の点検・修理 4箇所(点検・修理) 20,000

672箇所（点検）
80%（健全魚道割合）

50,000

用排水路・河川落差解消支援事業 魚の往来のため農業用排水路と河川の落差の解消を行う市町
村等への助成 1地区 5,000

木質バイオマス利用施設導入促進事業 木質燃料を利用するストーブ等の導入支援
25基（ストーブ）
50t（ストーブでの使用量）
1施設（ボイラー）

33,315

小水力発電による環境保全推進事業 簡易な小水力発電施設の設置 5施設 10,000

木の香る快適な公共施設等整備事業 教育福祉関連施設等の木造化、内装木質化への助成 7施設 104,010
ぎふの木で学校まるごと木製品導入事業 学校等に木製の机やイス等を導入する市町村や団体等への助成 1,200個 25,990
県民協働による未利用材の搬出促進事業 住民協働による林内の未利用材の搬出を行う市町村への助成 4,390t 6,685
ぎふ木育拠点整備等事業 「ぎふ木育」の総合的な常設拠点の整備 1施設 150,000

ぎふの木育教材導入支援事業 保育園等にぎふの木を使ったおもちゃや木育キットを導入
する市町村やNPO等への助成 60施設 4,000

森と木と水の環境教育推進事業 子どもたちに対する森・木・川についての環境教育・木育の推進 6,400人 13,100

清流の国ぎふ森林・環境税推進事業 森林・環境税の使途をチェックする審議会の開催や
森林・環境税の広報PR 一式 6,000

上流域と下流域の交流事業 上流域、下流域の自然環境を理解するためのツアーの実施 15回 8,000
生物多様性に配慮した地域づくり普及推進事業 生物多様性に関する講演会等の開催 5回 2,000

清流の国ぎふ地域活動支援事業 NPO等による環境保全活動への助成 40件 23,000
清流の国ぎふ市町村提案事業 市町村提案型の自然環境保全活動への助成 50件 120,000

1,362,911合　計

❶ 100年先の森林づくりの推進

❷ 自然生態系の保全と再生

❸ ぎふの豊かな森林・水を活かした環境にやさしい社会づくり

❹ 人づくり・仕組みづくり

❶～❹ 共通　地域のニーズに基づいた環境保全活動の促進

平成30年度『清流の国ぎふ森林・環境税』を
活用した事業の全体計画

今年度も各事業の取組み状況を毎月掲載していきます。

100年先の森林づくり普及推進事業 針広混交林化や観光景観林へ誘導する施業方法の確立と、
施業の効果等の検証 ― 2,811
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自然学総合研究所　野平 照雄●Teruo Nohira

－ コオロギ屋敷、ヨーロッパイエコオロギ － 【第321回】

　昨年（平成29年）の12月号でお話ししたように、我が家では
飼育中に逃げ出したヨーロッパイエコオロギ（以下、コオロギ）
が、お盆過ぎ頃から台所の片隅で鳴き始めた。その鳴き声は野
外で耳にする音色より、より風流であった。この風情ある音色を
聞きながらビールを飲んだ。美味しかった。そのうちに、小学
生の頃よく唄った「虫のこえ」という唱歌を思い出し、「あれ松
虫が鳴いている　ちんちろ　ちんちろ　ちんちろりん　あれ鈴
虫も鳴き出した　りんりんりんりん　りんりん―」と口ずさんで
しまった。そして2番の「きりきり　きりきり　コオロギが―」と
なったとき、我が家で鳴いているコオロギの音色を聞き直した。
しかし「きりきり」ではなかった。「ころころ」のようにも聞こえ、
この両方の混じった表現の難しい鳴き声であった。だから風情
があるのだと思った。この音色も9月上旬には聞かれなくなりさ
びしくなった。でも、しばらくすればまた鳴き出すだろう。しか
も今度は飼育中に前より大量に逃げだしているので、大合唱に
なるのは間違いない。これが楽しみであった。9月下旬、再びコ
オロギが鳴き始めた。それもあちこちの部屋からである。これ
が我が家の秋の風物詩だと喜んだ。しかし、そうではなかった。
私には笑い話に過ぎなかったのに、家族にとっては大事件？となっ
たのである。以下、それら笑い話のいくつかを紹介しよう。

×　　×　　×　　×
　ある夜のことである。女房が「お父さん、ゴキブリが何匹も
いる。退治して」と大きな声。「ついにきたか」と私は苦笑した。
それは数日前からコオロギがうろちょろしはじめたからである。
コオロギもゴキブリも女房にすれば動き回る黒い塊。だから、
コオロギをゴキブリだと思い、あの大声となったのである。今後
さらにコオロギは増えるであろう。これが、家の中を走りまわれ
ば、ゴキブリ嫌いの女房は鳥肌の立つ日々が続く。そのうちに「こ
こはゴキブリ屋敷だね」と皮肉を言われるような予感がし、また
また笑えてきた。しかし、コオロギは夜に活動をするので、昼
間はあまり見ることができないはずだ。それが、我が家では昼
間から動き回り、否応なしに目に入る。なぜか。これは餌事情
が悪いので、昼間も餌を探しているのだろうと思った。数日後、
それを確認した。皮肉にも私の昆虫標本が食べられたからであ
る。ばらばらになった無残な姿を見て、今後さらにいろいろなも
のに被害？でる・・・そんな不安が生じた。

×　　　×　　　×　　　×
　コオロギは雑食性で何でも食べる。このため餌がなければ仲
間を殺して食べることもある。我が家でもその無残な死骸が数
多く見られた。また、翅と足だけしか残っていないゴキブリの残

骸もあった。ゴキブリの死骸が貴重な餌となっていたのである。
しかし、これで大量のコオロギの腹を満たせるわけはない。食
事の材料まで食べ始めたのである。最初に食べられたのはニン
ジン。女房が料理に使おうとしたら表面が囓られていたのであ
る。その後もナス、キュウリ、ジャガイモ、キャベツ、梨などい
ろいろなものが次々と被害に
あった。いずれも表面だけなの
で料理に使えたが、女房は「ま
た、コオロギに食べられた」と
ご立腹の日々。そのうちに女房
の前でコオロギの話はできない
雰囲気になった。こんな時、さ
らに頭の痛い問題が起きた。イ
モ、大根、ニンジンなどを煮つ
けた料理の中にコオロギが入っていたのである。たまたま私が
見つけたのでよかったが、もし女房の目に入っていたら、それ
こそ―。私は口にチャックをした。

×　　　×　　　×　　　×
　10月になるとコオロギはものすごい数となり、昼間は部屋の
あちこちを集団で歩き回り、夜になると鳴き始めたのである。
それが大合唱。とても風情ある音色ではなかった。騒々しい鳴
き声であった。しかし、そのうちに気にならなくなってきた。大
合唱に慣れたのである。そんなある日、娘（次女）が孫をつれ
て遊びに来た。孫ははじめて聞いたのかコオロギの大合唱に大
喜び。歩き回るコオロギを捕まえようとする。よい遊び場だった。
ところが娘は女房と同じようにゴキブリが大嫌い。「お父さん、
なんでこんなにゴキブリがいるの」とコオロギを見るたびにわ
めく。このわめきが3日間続いた。娘が帰った。これでゴキブリ
騒動も終わったと思った。ところがそうではなかった。そのあと
に大騒動となったのである。娘は帰るとき女房の作った料理を
大量に持ち帰った。それを夕食に出したら煮豆の中にコオロギ
が入っていたという。これを聞いた女房は強い口調で「お父さん、
家の料理にも入っていたのではないの」と私を責める。「入って
いないよ」。そして「コオロギは美味いかもしれないよ。同じ
仲間のイナゴが食べられているのだから」と付け加えた。これ
がいけなかった。「とにかくコオロギを飼うのは止めて。娘はコ
オロギ屋敷に帰るのは嫌だと言っていたから」と女房。コオロ
ギ屋敷か。でもゴキブリ屋敷よりは聞こえはいいなーと、思わ
ず笑えてきた。

▲ヨーロッパイエコオロギ
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温
乾
燥
工
程
を
連
続
し
て
行
い
、
含
水
率
を
11

〜
12
％
台
（
平
均
）
に
仕
上
げ
ま
し
た
。
乾
燥

後
と
４
面
鉋
掛
け
後
、
２
ヶ
月
の
養
生
後
に
そ

れ
ぞ
れ
「
矢
高
」
を
測
り
各
条
件
の
比
較
を
行

い
ま
し
た
。

※
矢
高
と
は
、製
材
の
反
り
が
出
た
面
に
水
糸
を
張
っ

た
と
き
の
水
糸
と
材
面
と
の
最
も
離
れ
た
距
離
の

こ
と
。

蒸
煮
処
理
に
よ
る
反
り
の
低
減
効
果

　
グ
ラ
フ
（
図
4
）
は
２
丁
取
り
蒸
煮
8
時
間

の
矢
高
の
変
化
を
示
し
て
い
ま
す
。
製
材
直
後

木
取
り
と
蒸
煮
・
乾
燥
処
理
の
概
要

　
径
級
22
〜
24
㎝
の
ス
ギ
か
ら
は
２
丁
取
り
、

径
級
34
〜
40
㎝
の
原
木
か
ら
は
３
丁
取
り
（
図

2
）
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
1
0
1
㎜
角
に
製
材
（
仕

上
が
り
寸
法
90
㎜
角
）
し
ま
し
た
。
３
丁
取
り

の
中
心
部
以
外
は
心
去
り
と
な
る
た
め
、
大
き

な
反
り
が
発
生
し
ま
す
。
次
に
、
反
り
の
方
向

が
必
ず
上
下
を
向
く
よ
う
に
桟
積
み（
図
3
）し
、

最
上
部
に
重
し
を
載
せ
た
状
態
で
木
材
乾
燥
機

に
入
れ
、
8
時
間
、
48
時
間
、
72
時
間
の
3
条

件
で
蒸
煮
処
理
を
行
い
ま
し
た
。
蒸
煮
処
理
に

引
き
続
き
、
各
条
件
と
も
高
温
乾
燥
工
程
・
中

　
県
産
材
の
大
径
化
に
と
も
な
い
、
よ
り
径
級

の
大
き
い
原
木
が
流
通
す
る
割
合
が
増
加
し
て

い
ま
す
。
一
方
で
、
部
材
と
し
て
使
用
す
る
製

材
寸
法
は
従
来
と
比
べ
て
大
き
く
変
化
し
て
い

な
い
の
で
、
今
後
は
製
材
の
「
木
取
り
」
が
変

化
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
図

1
に
示
す
よ
う
に
径
級
18
㎝
の
原
木
か
ら
は
、

仕
上
が
り
寸
法
1
0
5
㎜
（
製
材
時
寸
法
１
２

０
㎜
）
の
正
角
材
１
丁
を
得
る
こ
と
が
で
き
、

径
級
28
㎝
の
原
木
か
ら
は
、
２
丁
採
る
こ
と
が

で
き
ま
す
（
余
っ
た
部
分
か
ら
は
板
材
が
採
れ

ま
す
）。
し
か
し
、
２
丁
取
り
で
は
年
輪
の
中

心
部
を
外
れ
た
「
心
去
り
木
取
り
」
と
な
る
た

め
、
製
材
し
た
直
後
か
ら
大
き
な
反
り
が
発
生

し
ま
す
。
反
り
が
残
っ
た
ま
ま
修
正
挽
き
で
四

角
に
仕
上
げ
る
と
、
無
駄
な
削
り
し
ろ
が
生
じ

製
材
の
歩
留
り
が
低
下
し
て
し
ま
い
ま
す
。
今

回
、
県
内
の
企
業
と
共
に
、
発
生
し
た
「
反
り
」

を
木
材
乾
燥
機
で
の
蒸
煮
乾
燥
処
理
で
抑
制
す

る
方
法
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
の
で
内
容
の

一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

※
蒸
煮
処
理
と
は
、
生
蒸
気
を
乾
燥
機
の
中
に
噴
射

し
乾
燥
機
内
を
高
温
高
湿
度
と
す
る
こ
と
。

に
平
均
で
20
㎜
の
矢
高
が
、
乾
燥
後
に
は
5
㎜

程
度
と
な
り
、
約
1
／
4
に
低
減
さ
れ
ま
し

た
。
蒸
煮
時
間
を
変
え
た
場
合
、
３
丁
取
り
の

場
合
で
も
概
ね
1
／
3
〜
1
／
4
に
低
減
さ
れ

る
結
果
で
し
た
。
ま
た
2
ヶ
月
間
の
養
生
期
間

後
も
大
き
な
変
化
は
な
く
、
今
回
の
方
法
で
充

分
実
用
化
で
き
る
こ
と
が
判
り
ま
し
た
。

　
試
験
前
の
予
想
で
は
蒸
煮
時
間
を
長
く
す
る

ほ
ど
低
減
効
果
が
大
き
い
と
考
え
て
い
ま
し
た

が
、
8
時
間
処
理
で
充
分
な
結
果
が
得
ら
れ
ま

し
た
。
8
時
間
の
蒸
煮
処
理
は
通
常
の
乾
燥
で

採
用
さ
れ
る
条
件
で
あ
り
、
今
回
の
結
果
か
ら

は
蒸
煮
時
間
の
長
短
よ
り
も
、
重
し
を
載
せ
る

効
果
の
方
が
高
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま

た
「
反
り
が
蒸
煮
乾
燥
処
理
の
ど
の
時
点
で
低

減
さ
れ
た
か
」
な
ど
不
明
な
点
も
残
っ
て
い
ま

す
。
今
後
は
、
工
程
毎
の
反
り
の
変
化
を
測
る

こ
と
で
乾
燥
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
改
善
に
つ
な
げ

る
と
と
も
に
、
今
回
の
方
法
の
B
材
（
小
曲
が

り
材
）
へ
の
適
用
等
に
つ
い
て
更
に
検
討
を
進

め
て
い
く
予
定
で
す
。

森
林
研
究
所
●
土
肥 

基
生

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
7
5
ー
3
3
ー
2
5
8
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

森
林
研
究
所
ま
で

心
去
り
木
取
り
し
た
製
材
の
反
り
を

蒸
煮
乾
燥
処
理
で
低
減
さ
せ
る

図２　３丁取り図３　桟積みの状況

図４　２丁取りの反りの変化 (８時間蒸煮)

120×120mm

径級１８cm の原木

120×120mm

120×120mm

径級２８cm の原木

反り

反り

図１　径級の異なる木取りと２丁取りで発生する反り

製材後 乾燥後 モルダー後 2ヶ月養生後
0

10

20

30

反
り

高
さ

（
ミ

リ
／

4m
）

グラフは四分位で表し、上から最大値、
75％点、50％点、25％点、最小値を示す
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普及コーナー

中濃農林事務所における林業普及

■中濃農林事務所　古川 勇人
間野 知宏

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

0
5
7
5
ー
3
3
ー
4
0
1
1（
代
）

　
　
　
　
　
　
　
　

 

中
濃
農
林
事
務
所

　林
業
課
ま
で

適
正
な
主
伐
・
再
造
林
の
推
進

【
主
伐
・
再
造
林
実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

　

持
続
可
能
な
森
林
づ
く
り
を
行
う
た
め

に
、
成
熟
し
た
森
林
資
源
を
循
環
利
用
し
、

林
齢
の
平
準
化
を
図
る
主
伐
・
再
造
林
の
実

施
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。
そ
の
た
め
、
適
正

な
主
伐
・
再
造
林
を
推
進
す
る
地
産
地
消
型

の
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
、
関
市
上
之
保
地
内

の
関
市
有
林
で
、「
主
伐
・
再
造
林
実
証
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
、
主
伐
・
再

造
林
に
係
る
知
見
を
蓄
積
し
、
結
果
を
今
後

の
施
策
に
反
映
し
て
い
き
ま
す
。

○
ポ
イ
ン
ト
そ
の
１

　
「
地
域
内
連
携
と
地
産
地
消
」

　

コ
ス
ト
縮
減
、
地
域
活
性
化
の
観
点
か
ら
、

生
産
し
た
木
材
を
そ
の
地
域
で
活
用
す
る

「
地
産
地
消
」の
取
り
組
み
は
重
要
で
す
。
本

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
す
る
関
市
上
之
保
地

内
は
ヒ
ノ
キ
の
産
地
で
す
。
し
か
し
な
が
ら

近
年
、
住
宅
様
式
の
変
化
等
に
伴
い
ヒ
ノ
キ

需
要
が
低
下
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
同
地
内

に
は
、
木
材
を
構
造
材
・
内
装
材
へ
ふ
ん
だ

ん
に
活
用
す
る
産
直
住
宅
団
体「
協
同
組
合

上
之
保
デ
カ
木も

く

住
宅
セ
ン
タ
ー
」が
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
ヒ
ノ
キ
需
要
拡
大
を
図
る
と

と
も
に
、
主
伐
材
を
地
域
で
活
用
す
る
た
め
、

㈿
上
之
保
デ
カ
木
住
宅
セ
ン
タ
ー
に
本
プ
ロ

は
４
％
と
な
り
、
林
齢
に
大
き
な
偏
り
が
生

じ
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
、
持

続
可
能
な
木
材
生
産
が
困
難
に
な
る
と
共

に
、
生
物
多
様
性
保
全
機
能
、
二
酸
化
炭
素

吸
収
機
能
等
、
森
林
の
持
つ
多
面
的
機
能
の

低
下
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。

　

　

中
濃
農
林
事
務
所
管
内
は
、
関
市
、
美
濃

市
の
２
市
か
ら
な
り
、
岐
阜
県
の
ほ
ぼ
中
央

に
位
置
し
ま
す
。
森
林
面
積
は
４
７
９
８
９

ha（
森
林
率
80
％
）で
、
そ
の
ほ
と
ん
ど（
約

97
％
）を
占
め
る
民
有
林
面
積
は
４
６
６
８
０

ha
、
民
有
林
人
工
林
面
積
は
２
０
７
７
１
ha

（
民
有
林
人
工
林
率
44
％
）で
す
。

　

ま
た
、
管
内
に
木
材
市
場
を
抱
え
る
と
共

に
、
半
径
50
㎞
圏
内
に
大
型
製
材
工
場
や
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
施
設
が
あ
る
等
、
木
材

流
通
に
お
い
て
、
好
立
地
に
あ
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
当
管
内
の
重
点
普
及
課
題
の
一

つ
で
あ
り
、
地
域
の
関
係
者
と
合
意
形
成
を

図
り
な
が
ら
実
施
し
て
い
る「
主
伐
・
再
造

林
実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
つ
い
て
、
紹
介

し
ま
す
。

管
内
の
森
林
整
備
の
状
況
と
課
題

　

管
内
で
実
施
さ
れ
て
い
る
森
林
整
備
の
ほ

と
ん
ど
が
間
伐
で
あ
り
、
間
伐
材
を
中
心
と

し
た
木
材
生
産
量
が
、年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
近
年
、
再
造
林
は
ほ
と
ん
ど
行
わ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
主
伐
を
実
施
し

て
も
思
う
よ
う
な
収
入
を
得
ら
れ
な
い
こ
と

に
加
え
、
そ
の
後
の
再
造
林
・
保
育
へ
の
再

投
資
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
森
林
所
有

者
の
意
欲
が
低
下
し
て
い
る
た
め
で
す
。
そ

の
結
果
、
利
用
伐
期
を
迎
え
た
36
～
60
年
生

の
森
林
が
60
％
、
25
年
生
以
下
の
若
い
森
林

400
350
300
250
200
150
100
50
0

S52 H元 H10 H26 H27

4000

3000

2000

1000

0
１
〜
５

11
〜
15

21
〜
25

31
〜
35

41
〜
45

51
〜
55

61
〜
65

71
〜
75

81
〜
85

91
〜
95

101
〜

民有林　人工林面積（ha）造林面積（ha）
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●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

0
5
7
5
ー
3
3
ー
4
0
1
1（
代
）

　
　
　
　
　
　
　
　

 

中
濃
農
林
事
務
所

　林
業
課
ま
で

　

ま
た
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
契
機
と
し
て
、

適
正
な
主
伐
・
再
造
林
が
実
施
さ
れ
、
地
域

の
森
林
の
若
返
り
が
図
ら
れ
る
と
共
に
、
今

後
も
川
上
か
ら
川
下
ま
で
連
携
し
た
地
産
地

消
型
の
取
り
組
み
が
広
が
る
よ
う
、
継
続
し

た
支
援
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

【
主
伐
・
再
造
林
実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

■
事
業
地
の
概
要

⃝

所
在
地　
関
市
上
之
保
大
野
地
内

⃝

面　
積　

１・３
０
ha

⃝

樹　
種　
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ

⃝

林　
齢　
42
～
67
年
生

※
３
月
下
旬
よ
り
主
伐
予
定

■
役
割

◆
関
市

⃝

森
林
所
有
者
、
関
市
森
林
整
備
計
画
作
成

者
、
関
市
産
材
の
Ｐ
Ｒ

◆
中
濃
森
林
組
合

⃝

効
率
的
な
主
伐
・
再
造
林
の
実
施

◆
㈿
上
之
保
デ
カ
木
住
宅
セ
ン
タ
ー

⃝

主
伐
材
の
購
入
・
Ｐ
Ｒ

　
（
産
直
住
宅
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
等
へ
の
活
用
）

◆
中
濃
農
林
事
務
所

⃝

関
係
者
と
の
合
意
形
成（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
）、
事
業
実
施
に
係
る
技
術
支
援
、

デ
ー
タ
収
集
等

※
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー（
主
伐
に
係
る
生
産
性
向

上
）、
森
林
研
究
所（
獣
害
対
策
）と
協
働
で
実
施
。

を
リ
ー
ス
し
、
主
伐
を
実
施
し
ま
す
が
、
近

年
は
直
営
班
に
よ
る
主
伐
が
ほ
と
ん
ど
実
施

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
後
、
主
伐
に

取
り
組
む
意
向
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
森
林
文

化
ア
カ
デ
ミ
ー
と
協
働
で
木
材
生
産
性
向
上

に
向
け
た
現
地
指
導
を
伐
採
前
、
伐
採
中
、

伐
採
後
に
重
点
的
に
実
施
し
ま
す
。

○
ポ
イ
ン
ト
そ
の
３

　
「
獣
害
対
策
」

　

近
年
、
野
生
動
物
に
よ
る
植
栽
木
へ
の
食

害
は
、
再
造
林
に
お
け
る
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
事
業
地
に
お
け

る
野
生
動
物
の
生
息
状
況
を
把
握
す
る
た

め
、
平
成
29
年
11
月
に
定
点
観
測
カ
メ
ラ
を

設
置
し
、
ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
と
ニ
ホ
ン
ジ
カ

の
生
息
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

調
査
結
果
を
受
け
、
川
上
か
ら
川
下
の
関

係
者
に
対
し
て
、
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
演

習
林
で
現
地
研
修
会
を
開
催
し
、
獣
害
の
現

状
と
対
策
の
必
要
性
に
つ
い
て
相
互
理
解
を

図
る
と
共
に
、
再
造
林
の
際
に
植
栽
木
へ
の

食
害
対
策
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
地
域
に
お
け
る
有
効
な
獣
害

対
策（
新
た
な
手
法
を
含
む
）を
検
証
す
る
た

め
、
森
林
研
究
所
と
連
携
し
、
単
木
的
防
除

（
ツ
リ
ー
シ
ェ
ル
タ
ー
）と
面
的
防
除（
獣
害

防
止
柵
）を
実
施
し
、
デ
ー
タ
収
集
・
分
析

を
行
う
予
定
で
す
。

ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
画
を
働
き
か
け
、
川
上
か

ら
川
下
ま
で
の
連
携
を
図
り
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
に
関
係
者
打
ち
合
わ
せ（
３
回
）、
現
地

調
査（
２
回
）を
実
施
し
、
平
成
30
年
度
に
㈿

上
之
保
デ
カ
木
住
宅
セ
ン
タ
ー
が
関
市
内
で

新
た
に
建
設
す
る
産
直
住
宅
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス

に
、
ヒ
ノ
キ
を
中
心
と
し
た
主
伐
材
を
活
用

予
定
で
す
。

○
ポ
イ
ン
ト
そ
の
２

　
「
木
材
生
産
性
の
向
上
」

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
、
主
伐
・
再

造
林
を
実
施
す
る
中
濃
森
林
組
合
は
、
間
伐

材
を
中
心
と
し
た
木
材
生
産
を
行
っ
て
お

り
、
管
内
木
材
生
産
量
の
約
70
％
を
担
っ
て

い
ま
す
。
高
性
能
林
業
機
械
プ
ロ
セ
ッ
サ
の

平
成
30
年
度
導
入
に
先
駆
け
、
今
回
は
機
械

今
後
に
つ
い
て

　

本
誌
が
発
行
さ
れ
る
頃
は
、
ま
さ
に
主
伐

の
真
っ
最
中
で
す
。
結
果
に
一
喜
一
憂
す
る

の
で
は
な
く
、
主
伐
・
再
造
林
実
施
後
も
関

係
者
で
集
ま
り
、
結
果
を
分
析
・
検
証
し
、

今
後
に
活
か
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

▲現地調査

▲現地研修会（獣害対策）▲ニホンジカ（メス）

MORINOTAYORI19



●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
０
ー
３
１
６
０
ー
６
０
９
０（
代
）

　
　
　
　

  

　

 

　
　
　
　
　
　
　
　

   

岐
阜
森
林
管
理
署
ま
で

国
有
林
の
現
場
か
ら

樫
原
谷
地
区
森
林
整
備
推
進
協
定
を

締
結
し
ま
し
た 19

岐
阜
森
林
管
理
署
　
主
任
地
域
林
政
調
整
官
　
大
島 

愛
彦

　
　
樫
原
谷
地
区
森
林
整
備

　
　
推
進
協
定
の
締
結

　

森
林
管
理
署
で
は
県
や
市
町
村
、
森
林
所

有
者
等
と
「
森
林
整
備
推
進
協
定
」
を
締
結

し
、
協
定
に
基
づ
き
国
有
林
と
民
有
林
が
協

調
し
て
路
網
整
備
や
森
林
整
備
を
進
め
る
区

域
を
「
森
林
共
同
施
業
団
地
」
に
設
定
し
て

い
ま
す
。

　

中
部
森
林
管
理
局
で
は
岐
阜
県
内
で
５
地

区
（
飛
騨
川
流
域
３
地
区
（
東
白
川
村
、
下

呂
市
、七
宗
町
）、宮
・
庄
川
流
域
１
地
区
（
高

山
市
）、
木
曽
川
流
域
１
地
区
（
中
津
川
市
））

で
協
定
を
締
結
し
て
い
ま
す
が
、
長
良
川
流

域
と
揖
斐
川
流
域
で
は
締
結
事
例
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

そ
こ
で
平
成
29
年
度
当
初
か
ら
新
規
協
定

の
締
結
に
向
け
て
調
査
、
検
討
を
行
い
、
岐

阜
県
揖
斐
農
林
事
務
所
の
全
面
的
な
協
力
を

受
け
て
、
揖
斐
川
町
の
樫
原
谷
国
有
林
と
隣

接
す
る
民
有
林
と
で
森
林
共
同
施
業
団
地
を

設
定
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
協
定
締
結
式

を
２
月
15
日
（
木
）
に
揖
斐
川
町
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
は
な
も
も
で
行
い
ま
し
た
。

　
　
樫
原
谷
地
区
森
林
整
備
推
進
協
定

　
　（
森
林
共
同
施
業
団
地
）
の
概
要

　
　
森
林
整
備
実
施
計
画
の
概
要

　

こ
の
団
地
の
民
有
林
は
ア
ク
セ
ス
す
る
林

道
が
な
く
、
国
有
林
の
林
道
か
ら
民
有
林
へ

ア
ク
セ
ス
す
る
路
網
を
整
備
し
、
民
有
林
の

森
林
整
備
、
木
材
生
産
を
推
進
し
ま
す
。
ま

た
、
国
有
林
と
民
有
林
が
連
携
・
協
力
し
て

木
材
の
安
定
供
給
等
を
図
り
ま
す
。

　

協
定
期
間
で
あ
る
６
年
間
の
森
林
整
備
計

画
量
は
、
森
林
作
業
道
３
，３
５
０
ｍ
、
間

伐
56
　

ha
。
国
有
林
で
は
主
伐
も
計
画
し
て
い

ま
す
。

　

今
後
は
協
定
書
及
び
森
林
整
備
実
施
計
画

書
に
基
づ
き
、
関
係
機
関
に
よ
る
運
営
委
員

会
を
は
じ
め
、
現
地
で
民
国
連
携
し
た
路
網

の
整
備
・
利
用
、
シ
ス
テ
ム
販
売
に
よ
る
協

調
出
荷
な
ど
の
取
組
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

▲あいさつする藤村岐阜森林管理署長▲協定締結式

▲森林共同施業団地図

協定区域 樫原谷国有林と、隣接する民有林

団地面積 507ha
（国有林及び官行造林地219ha、民有林288ha）

協定締結者

⃝岐阜森林管理署長
⃝国立研究開発法人森林研究・整備機構
　森林整備センター　岐阜水源林整備事務所長
⃝樫原谷林野組合管理者
⃝揖斐川町長
⃝池田町長
⃝株式会社岐阜緑地代表取締役
⃝揖斐郡森林組合代表理事組合長
⃝岐阜県揖斐農林事務所長

協定期間 平成30年４月１日～平成36年３月31日（６年間）
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5月号
予定

5月1日発行
イベント情報

わがまちの森林・環境行政（17）

市況情報

地域の人

その他

連載
●山の歳時記（153）
●山のおじゃまむし（322）

清流と森と親しむ
●森林と人を活かす知恵（65）
木と親しむ
●岐阜県の公共木造建築（63）

森林・林業技術
●研究・普及コーナー

清流の国ぎふ森林・環境税

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● C O L U M N

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

コラム 　４月を迎え、桜のたよりとともに、春本番の季節になりました。そして、まもなく
若葉の季節を迎えますが、そうすると想い起こすのが緑の羽根ではないでしょう
か。
昨年、皆様からご寄附いただいた緑の募金は、57,060千円になり、全国では、

21億２千万円に上ります。
　岐阜県緑化推進委員会では、皆様からご寄附いただいた緑の募金をもとに、森林づくり、緑
化の推進、みどりの少年団の育成などに取り組んでいますが、緑の募金のスローガンが「『植え
る』緑化から『使う』緑化へ」と変わってきたように、緑に対する新たな要請にも応えていきた
いと思っています。
　現在、春の募金に取り組んでいますので、皆様のご協力をよろしくお願いいたします。４月７日
の岐阜市の道三まつりでは、若宮町通りの歩行者天国で、ミス日本みどりの女神さんにも参加
していただき、11時頃から街頭募金を行いますので、どうぞお越しください。

公益社団法人岐阜県緑化推進委員会　黒﨑 隆司

森林・林業関係イベントカレンダー（4～5月）
開催日 行事名等 内　容　等

開催場所
問い合わせ先

林業者向け

林材業労災防止協会 岐阜県支部
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195

4月17日㈫

4月18日㈬～
4月19日㈭

刈払機取扱作業者
安全衛生教育

刈払機取扱作業者
安全衛生教育

伐木・チェーンソー
作業従事者
特別教育

伐木・チェーンソー
作業従事者
特別教育

チェーンソーを
用いて行う伐木等の
業務従事者
（３～５年従事者）
安全衛生教育

ぎふ森林文化センター（岐阜市六条江東2-5-6）
●講習時間： 9:30～15:00 学科
　　　　　  15:00～16:30 実技
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：11,340円（本代含む）（振込み）
●定　員：30名
　　　　（定員になり次第締め切ります。）

●講習時間： 18日 8:30～17:40 学科
　　　　　   19日 8:30～17:30 実技
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：18,900円（本代含む）（振込み）
●定　員：30名
　　　　（定員になり次第締め切ります。）

●講習時間：1日目 　 8:30～16:30 学科
　　　　　　　　　16:30～17:30 学科試験
　　　　　  2～4日目 8:30～17:30 実技・試験
●申　込：開催日の20日前まで
●受講料：31,860円（本代含む）（振込み）
●定　員：30名
　　　　（定員になり次第締め切ります。）

●講習時間：9:00～16:00 学科・実技
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：11,500円（本代含む）（振込み）
●定　員：30名
　　　　（定員になり次第締め切ります。）

●講習時間： 9:00～14:40 学科
　　　　　  14:40～16:10 実技
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：11,340円（本代含む）（振込み）
●定　員：30名
　　　　（定員になり次第締め切ります。）

●講習時間： 17日 8:30～17:40 学科
　　　　　   18日 8:30～17:30 実技
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：18,900円（本代含む）（振込み）
●定　員：30名
　　　　（定員になり次第締め切ります。）

18日（学科）ぎふ森林文化センター
　　　　 　（岐阜市六条江東2-5-6）
19日（実技）岐阜県森連岐阜林産物共販所
　　　　 　（関市倉知字物見山4660-16）

岐阜県森連岐阜林産物共販所
（関市倉知字物見山4660-16）

林材業労災防止協会 岐阜県支部
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195

林材業労災防止協会 岐阜県支部
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195

林材業労災防止協会 岐阜県支部
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195

岐阜県森連飛騨林産物共販所
（高山市新宮町112-7）

林材業労災防止協会 岐阜県支部
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195

岐阜県森連飛騨林産物共販所
（高山市新宮町112-7）

林材業労災防止協会 岐阜県支部
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195

学科：伊自良中央公民館（山県市大門912-1）
実技：ぎふ農協旧伊自良共選場（山県市洞田127-5）

4月24日㈫～
4月27日㈮

5月2日㈬

5月16日㈬

5月17日㈭～
5月18日㈮

フォークリフト
運転技能講習
受講資格：
自動車普通運転免許
所持者
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市況

木 材 用 語 一 口 メ モ

外材市況（ 2月期）

樹　種 樹　種規　　格 価格 規　　格 価格

米　松
SSタイプ

コースト（目荒）

米　栂
米ひば

ヘム（アラスカ産）

ポール

299

310

313

324
日刊木材新聞調べ 名古屋標準相場（径級は30㎝上、米松コーストのみ大阪相場）

※日刊木材新聞調べ（名古屋標準相場　全てKD材）

（単位：円）

1㎥当り（価格単価：100円）

単位：円（1㎥当たり）

製品卸売標準価格（2月期）

（本（枚）単価）樹種

ス 

ギ

ヒ
ノ
キ

集
成
材

Ｗ
ウ
ッ
ド

用途

柱

間柱

土台

柱

柱

前月
比較等級

長 巾 高

寸法（mm） m3当り
価　格

3000

3000

4000

3000

3000

6000

3000

3000

65,000

65,000

65,000

60,000

65,000

120,000

59,000

60,000

→

→

→

→

→

→

→

→

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

105

105

105

120

120

120

105

120

105

30

105

120

120

120

105

120

１等

１等

特等

特等

特等

国産５層

国産５層

（東濃桧）
特等

木材市況　県森連　岐阜・飛騨・東濃林産物共販所

　スギ4ｍ元木良材、品薄により高値。ヒノキ並材４ｍ土台取り強含み、造材は
４ｍ（16～22㎝）が有利。ヒノキ２ｍ元曲がりは売りづらく、合板向けの造材（袴
無、矢高5㎝以内）が有利。ヒノキ二番中目材は荷動きも少なく、弱含み。製紙
パルプ向け針葉樹2ｍ、3ｍ、4ｍかなり不足。製紙パルプ向け針葉樹、岐阜共
販所トラックスケール（関市倉知地内）も受付しております。製紙パルプ向け広
葉樹原木は受け入れ制限。予定される方は共販所担当者まで、一報ください。
（岐阜）

　スギ並材３・４ｍ(16～24㎝)不足。スギ４ｍ元木、二番ともに中目、中目上が
不足し強含み。マツ、ヒメコは横ばいで推移したが、弱くなる時期に入りました
ので早めの出材をお勧めします。ヒメコ中目以上、広葉樹も応札が多かった。広
葉樹は良材は相変わらずの人気で強気である。広葉樹は入荷が薄い状態と
なっています。（飛騨）

　ヒノキ元木、良材（高齢材及び枝打材など（特殊材)）２ｍ・３ｍ・４ｍ・６ｍは、応
札多く横ばい。ヒノキ並材は３ｍ・４ｍ（16～28㎝）横ばい、６ｍ（16～20㎝）価
格安定。スギは全般的に品薄、４ｍ元木、良材は応札多くやや高値、二番玉並
材は３ｍ・４ｍ（16～28㎝）横ばい。枝虫材等、欠点材は売りにくい。（スギにつ
いては、県内新工場稼働（長良川木協）につき今後原木の流れが良くなるが、
荷不足感が強い。）（東濃）

全般的に横ばいで推移
【商況】

木 材 市 場

2,150

614

2,867

2,592

2,808

10,368

1,950

2,580

木造の工事で、必要な木材を使用箇所やサイズ、樹種などを設計図面から割
り出して集計する作業のこと。使用箇所（土台・大引き・根太・柱類、床板など）、
仕様（サイズ･樹種）、数量などが表にされ、それは「木拾い表」と呼ばれます。

木拾い
き  びろ

（参考）日刊木材新聞社　木材・建築用語辞典

回　　数
共販所名 長さ 径 平均値 高値 備考樹種

第1650回

3月13日

3月7日

3月8日

岐
阜
共
販
所

第1227回

飛
騨
共
販
所

す
　
ぎ

ひ
の
き

す
ぎ

ひ
の
き

ひ
め
こ
くり

す
ぎ

ひ
の
き

ま
つ

ま
つ

16～18㎝
16～18㎝
20～22㎝
24～28㎝
30㎝以上
16～18㎝
16～18㎝
20㎝以上
16～22㎝
24～28㎝
30㎝以上
16～18㎝
16～18㎝
24～28㎝
30㎝以上
16～18㎝
20～22㎝
24～28㎝
30㎝以上
16～20㎝
24～28㎝
30㎝以上
24～28㎝
30㎝以上
30㎝以上
24㎝以上
16～20㎝
22～28㎝

30㎝以上元
16～20㎝
22～28㎝

30㎝以上元
13㎝以下
22～28㎝

30㎝以上元
18～20㎝

22～28㎝梁
30㎝以上元

3ｍ

4ｍ

6ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ
3ｍ

4ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ

4ｍ

4ｍ

5ｍ
4ｍ
3ｍ

4ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ

4ｍ

単価は直材

価格、但し

平均値は並

材二番玉価

格

－
－
－

19,000
20,000
－
－
－
－
－

120,000
－
－
－

23,000
－
－
－

35,000
－
－

15,000
－

50,000
－
－

13,400
18,000
31,000
32,000
32,000
34,000
－

26,000
34,000
30,400
－
－

12,500
11,400
13,500
12,700
12,500
13,500
17,000
15,800
16,800
14,500
16,500
23,000
12,000
12,000
11,000
16,500
16,000
14,000
16,000
－
9,000

10,000
16,000
16,000
22,000
20,000
12,700
12,900
13,400
17,200
14,900
20,000
9,000

15,200
20,500
27,600
7,500

10,000

第1560回

東
濃
共
販
所
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